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平
成
24
年
度
全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬

成
大
会
は
、
７
月
21
日
か
ら
８
月
12
日
ま

で
の
う
ち
、
９
日
間
に
わ
た
っ
て
、
日
本

武
道
館
で
各
種
目
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
延
べ
約
１
万
７
千

名
は
、
早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
、
大
道
場
で
、

基
本
錬
成
に
、試
合
錬
成
に
汗
を
流
し
た
。

▼
弓
道
（
７
月
21
日
）

　

今
年
の
先
陣
を
切
っ
た
の
は
弓
道
。
基

本
錬
成
で
は
徒
手
に
よ
る
射
法
八
節
を
全

員
で
行
い
、
基
本
を
確
認
。
特
別
演
武
で

は
坂
本
武
彦
教
士
八
段
ら
に
よ
る
持
的
射

礼
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
真
剣
に
看
取

り
稽
古
に
励
ん
だ
。

　

試
合
錬
成
は
男
女
と
も
３
人
立
２
手

（
４
射
）
で
行
わ
れ
、
６
中
以
上
が
決
勝

に
進
出
。
決
勝
も
同
じ
形
式
で
、
的
中
上

位
２
チ
ー
ム
が
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
。

▼
合
気
道
（
22
日
）

　

稽
古
錬
成
で
は
第
１
部
（
小
１
・
２
）、

第
２
部
（
小
３
・
４
）、
第
３
部
（
小
５
・

６
）、第
４
部
（
中
１
〜
３
）
に
分
か
れ
て
、

本
部
道
場
指
導
部
師
範
の
指
導
で
稽
古
に

励
ん
だ
。

　

演
武
錬
成
で
は
各
団
体
が
２
分
間
で
自

由
演
武
を
披
露
。
出
場
者
は
日
頃
の
成
果

を
発
揮
し
て
、
元
気
よ
く
演
武
し
た
。

　

最
後
に
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
代
行
の

総
合
演
武
が
行
わ
れ
た
。

▼
剣
道
（
28
・
29
日
）

　

出
場
選
手
全
員
の
入
場
行
進
、
開
会
式

が
終
わ
る
と
、
会
場
一
杯
に
広
が
っ
て
準

備
体
操
と
素
振
り
を
行
っ
た
。

　

試
合
錬
成
は
５
人
制
の
団
体
戦
で
基
本

判
定
試
合
と
一
本
勝
負
の
試
合
が
、
準
々

決
勝
か
ら
は
三
本
勝
負
の
試
合
が
行
わ
れ

た
。
各
試
合
場
で
熱
戦
が
展
開
し
、
気
合

い
の
入
っ
た
掛
け
声
が
響
き
渡
っ
た
。

▼
空
手
道
（
８
月
４
日
）

　

空
手
道
は
参
加
者
数
の
増
加
を
考
慮

し
、
本
年
度
か
ら
各
部
門
で
入
賞
数
を
倍

増
し
た
。
開
会
式
の
後
、
基
本
錬
成
、
模

範
演
武
と
続
き
、
試
合
錬
成
と
な
っ
た
。

試
合
錬
成
で
は
、
形
競
技
の
上
位
16
チ
ー

ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ
進
出
し
、
組

手
競
技
で
競
い
合
っ
た
。

　

闘
志
溢あ
ふ

れ
る
試
合
の
後
、
勝
っ
て
も
負

け
て
も
爽さ
わ

や
か
に
握
手
を
交
わ
す
子
供
た

ち
の
姿
に
観
客
が
拍
手
で
称た
た

え
た
。

▼
柔
道
（
５
日
）

　

基
本
錬
成
で
は
、
ま
ず
向
井
幹
博
七
段

の
指
揮
の
も
と
棟
田
康
幸
五
段
、
金
岡
真

二
四
段
、
通
場
千
里
三
段
に
よ
り
模
範
演

武
と
技
の
解
説
が
、
続
い
て
、
指
導
者
と

の
稽
古
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
大
人
を
相

手
に
力
一
杯
技
を
掛
け
て
い
た
。

　

試
合
錬
成
は
、
低
学
年
の
部
（
３
・
４

年
）
と
高
学
年
の
部
（
５
・
６
年
）
に
分

か
れ
て
５
人
制
の
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
を
目
指
し
て
白
熱
し
た

試
合
が
展
開
さ
れ
た
。

▼
銃
剣
道
（
８
日
）

　

入
場
行
進
、
開
会
式
に
続
い
て
、
高
校

生
に
よ
る
銃
剣
道
基
本
技
・
応
用
技
が
披

露
さ
れ
た
。
そ
の
後
、参
加
者
は
銃
剣
道
、

短
剣
道
そ
れ
ぞ
れ
の
合
同
錬
成
を
小
学
低

学
年
、
小
学
高
学
年
・
中
学
生
に
分
か
れ

て
行
っ
た
。

　

試
合
錬
成
で
は
、
銃
剣
道
・
短
剣
道
と

も
に
学
年
別
の
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ

れ
た
。
人
数
は
少
な
く
と
も
、
裂れ
っ

帛ぱ
く

の
気

合
が
大
道
場
一
杯
に
広
が
っ
た
。

▼
少
林
寺
拳
法
（
11
日
）

　

基
本
錬
成
で
は
荒
井
章
士
准
範
士
六
段

の
指
揮
で
、
全
員
で
基
本
の
突
き
蹴
り
と

天
地
拳
第
一
系
を
元
気
一
杯
に
行
っ
た
。

　

演
武
錬
成
は
、
学
年
・
段
級
位
別
に
分

か
れ
て
、
単
独
・
組
・
団
体
の
演
武
を
披

露
し
、日
頃
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
た
。

　

最
後
に
稽
古
錬
成
で
突
き
や
蹴
り
な
ど

の
基
本
技
を
、
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が

ら
稽
古
し
て
、
大
会
は
終
了
と
な
っ
た
。

▼
な
ぎ
な
た
（
12
日
）

　

夏
の
錬
成
大
会
の
掉と
う

尾び

を
飾
る
の
は
、

な
ぎ
な
た
。
開
会
式
、
準
備
体
操
に
続
い

て
、
参
加
者
が
大
道
場
に
広
が
っ
て
の
基

本
錬
成
を
行
っ
た
。

　

競
技
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年

生
ま
で
の
演
技
競
技
と
、
小
学
３
年
生
か

ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
試
合
競
技
が
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
で
行
わ
れ
た
。

気
合
い
張
り
つ
め
る
大
道
場

　錬成
の
夏
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ニュース

合
気
道

７月 22日

161 団体
2,502名参加

ちかいのことば　岡本昭人・川崎樹（泉州武育会）

植芝守央合気会理事長

総合演武　植芝充央本部道場長代行

合
気
道
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ニュース

弓　

道

７月 21日

86団体
1,037名参加

ちかいのことば　田村祐磨・大濱綾香（埼玉県秩父第一中学校）

奥田幹生日本武道館常任理事

特別演武＝前から飯島千代子、張替謙一、桑田秀子、坂本武
　　　　　彦の四教士八段

弓　

道
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ニュース

剣　

道

７月 28・29日

716 団体
4,916名参加

ちかいのことば（29日）
田淵優斗（九思剣友会）

武安義光全日本剣道連盟会長 松永光日本武道館会長

公開演武「木刀による剣道基本技稽古法」（調布市剣道連盟）
元立＝箕輪聖子、掛り手＝（28日）秋本万里子・秋本由布子・瀬川剛史、
（29日）藤田航洋・箕輪祥乃・瀬川剛史（写真は 28日）

剣　

道

ちかいのことば（28日）
佐藤秦（錬心館道場）
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ニュース

空
手
道

８月４日

156団体
2,337名参加

ちかいのことば　林晃大（群馬県・了右館）

島村宜伸日本武道館常任理事 笹川堯全日本空手道連盟会長

模範演武＝男子団体形「ウンスー」
左から、相馬昂翔、杉野拓海、在本幸司

空
手
道
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ニュース

柔　

道

８月５日

314団体
3,266名参加

ちかいのことば　鈴木盛篤（大多喜町少年柔道クラブ）

小幡泰弘文部科学省スポーツ・青少
年局競技スポーツ課国際スポーツ官

関根忍全日本柔道連盟評議員

模範演武・技の解説
指揮者＝向井幹博七段、演武者＝棟田康幸五段、金岡真二四段、通場千里三段

柔　

道
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ニュース

銃
剣
道

8 月 8日

39団体
212 名参加

ちかいのことば　淺田忠治
（福島市銃・短剣道スポーツ少年団）

臼井日出男日本武道館理事長 酒井健全日本銃剣道連盟会長

特別演武＝銃剣道基本技・応用技
澁谷悠杜・後藤久美子（宮城県・南郷高校）

銃
剣
道



15 月刊「武道」　2012．9



162012．9　月刊「武道」

ニュース

少
林
寺
拳
法

８月 11日

203 団体
1,772名参加

鎮魂行　主座＝大賀美凛（埼玉県）

新井庸弘少林寺拳法連盟会長 宗由貴少林寺拳法グループ総裁

模範演武＝新井章士准範士六段・田中由喜大拳士五段

少
林
寺
拳
法
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ニュース

な
ぎ
な
た

8 月 12日

128 団体
950 名参加

ちかいのことば　三浦里帆
（愛知県・弥富市なぎなた連盟）

佐藤浩市全日本なぎなた連盟会長

基本練習　指揮＝我山千枝子教士

な
ぎ
な
た



19 月刊「武道」　2012．9



202012．9　月刊「武道」

平
成
24
年
度

　全
日
本
少
年
少
女
武
道
錬
成
大
会

　結
果

合気道 ＜努力賞＞ 7月17日開催

【北海道】丹羽りさ（オホーツク中湧別道場）
【青森県】鹿内靖成（青森道場）
【岩手県】後藤凜翔・本名弘忠（多田塾奥州道場）
【福島県】野崎将平・本田翔也・佐藤綾（合気道須賀川道場）
【茨城県】野上裕都・岩間椋・齋藤清香・武藤由佳（ひた
ちなか市合気道少年団）、長谷川理音（取手市合気道スポ
ーツ少年団）、海老根孔明（東海合気道少年団）、篠﨑彩花・
河野竜也・岡澤伸哉・斎藤麟・川﨑睦実（岩間合気道スポ
ーツ少年団）、小河原綾夏（つくば牛久合気道友会）、根田
直子（ヨークカルチャー日立ジュニア合気道）、三浦音緒・
福地美歩・小野晶俊（水戸市合気道スポーツ少年団）

【栃木県】安西彩夏・小暮美月・安西涼哉・関根怜花・ 
HARRANDELL 快・関根彩予（佐野合気道 SHINWAKAI）

【埼玉県】品川輝（日高市合気道同好会）、臼倉真椰・臼倉
学・日浅圭人（大成合気道会）、茂木睦生（合氣道健武館）、
森彩乃・冨永徹平・佐野優花・佐野直花（合気道大宮道場）、
宮崎麻帆・小野塚涼介（浦和合気会）、茂木優希・髙﨑悦郎（合
氣道修練道場自然館）、山田知輝・柳田達也・伊藤ひなの・
堀口結生（合気道浦和尾又道場）、大澤龍弥（合気道和光
道場）、上遠野涼我（合気道明心会）、渋谷茉莉子・渋谷友
莉菜（狭山市合気道教室）、遠藤智仁・西島叶子・細山田
遥花（入間幸武館道場）、カツ ヘミ・石田唯人・井口晴太・
小堀翼・村木善知（合気道研心会）、持木大河（蓮田合気
会）、宮下日向・岡本さち（志木合氣会）、中屋一希・豊島
由子・原嶋諒・長谷部友花（合気道志優舘）、荒井風音（合
気道川越道場）、関根花月・佐野綾香・金谷梓（志陽館）、
服部花音（新所沢合氣道同好会）、熊野まゆ（蕨合気道会）、
永幡萌（白岡合気会）、佐藤友香・鈴木一誠・松本海音（合
気道越谷道場）、小和瀬匠（合気道川島町同好会）、阿部夏
月（神明塾）

【千葉県】松井陽佑・松浦一希・野﨑義晶・秋葉翔哉・安
田幸広（朋清会白井道場）、村杉凛音（合氣道誠氣会）、森
田聖人（安房館山道場）、加瀬沙耶佳（銚子合気道会）、大
久保丈翔・森本多香子（合気道れんしん会）、谷口夢沙志・
川島加維（合氣道松心館）、鈴木愛・宮間大景（八千代市
合気道連盟）、泉恭平（八街合気道友会）、細川裕樹・成田
優佳（合気道花見川道場）、岸田夢明（高根台カルチャー
センタージュニア合気道）、木村陽真（流山合気会）、外舘
祐希・福島一輝（千葉市立椿森中学校合気道部）、渡邊萌・
谷津柚羽（千葉市合氣道都スポーツ少年団）、根本大地・
石垣蒼汰・横井尊紀（合氣道弘龍會明心館道場）、齋藤雄斗・
大嶋由菜・大島世伊良（我孫子市合氣道スポーツ少年団）、
原田一希（千葉市武道館合氣道スポーツ少年団）、綿貫汐
音・渡部瑠楓（山武合気道友会）、及川静歩・樋口怜那（流
山合気道同好会）、神保伶央・大場愛莉（柏合氣会少年部）、
佐々木捷人・有賀夏海（船橋合気会）、加藤輝流（富里合
気道友会）

【東京都】斉藤愛海・大久保龍佑（立川市合気道会）、平川
典雅（鐘ケ淵合気道クラブ）、岡部風花・小山歩・熊木彩伽（中
野区合気道会）、国分勇佑（城東誠和会）、吉野友郎（日本
武道館武道学園）、玉城千春（鷹の台合氣道同友会）、轟幸祐・
佐藤駿・中西葵・春山裕美（穎明館中学高等学校合気道部）、
見須帆南・石垣宏花・木下真悠（品川区立荏原平塚学園）、
酒井貴義・和田宇弘・三谷泰加・古田悠・新関春日・川本
湧湖・野崎海・濱野凪・福井秀宜・可知龍・石井俊希・坂
本眞結子・宇賀神虎乃介・井ノ口輝宙・神保有為子・鈴木
由莉子・井ノ口月雫・新関礼（月窓寺道場）、成田公紀・
山田真路（仙川合気道春風）、渡邊太稀（武蔵中学校合気
道部）、岩井勇太・加藤千夏（合気道順風会）、韮澤あゆみ

（よみうりカルチャー恵比寿）、野中康平・伊勢美奈海（東
急セミナー BE 青葉台合気道教室）、西山拓真（西馬込合
気道会）、谷佳薫（大森第三中学校合気道会）、石橋京太郎・
窪田晃大・八橋叡史（東急セミナー BE 雪ヶ谷合気道教室）、
斉藤資高・須藤祐哉（大田区合気道会）、クリッピング デ
ル ルイス・小藤直輝・沖野康輔・福間亜美・井上恭介（祖
師谷合気会）、松田晴也・平林依桜・山口竜也（板橋区合

気道連盟）、穂坂真花・内田竜介（調布合気道会）、藤枝萌
美・渡邉篤志（合気道心和会）、瀧澤柊七（合気道石田塾）、
原田日和（江戸川環七合気道クラブ）、名雪絢子・近藤愛恵・
名雪琴子（葛飾合気会）、野間琴絵（合気道自由が丘道場）、
門脇雅哉（合氣道進藤道場）、江澤実紀（東大和市合気道会）、
落合理名（荻窪合気道同好会）、田村草太・岩井公輝・村
田浩康・久保田月野（新小岩合気会）、小澤里菜（花小金
井サン合気道教室）、荒木信輝・玉井航世・黒木拓仁・嶋
村佳士・小山久仁・吉田信平・池本凛太郎（荒川合気会）、
相馬和典（よみうりカルチャー町田合気道教室）、田代く
るみ・山田千紘・石山未苑（杉並合気会）、井上直見・坂
元丈琉・坂元琉星（守清館）、佐々木英慈・佐々木愛純（東
村山シダックスカルチャーセンター）、谷口琉・遠藤凛（仲
池合気道同好会）、島﨑七海・島﨑彩花・木村壮一（朋清会）、
丸山晃太朗・矢嶋泉穂（合気道三澤塾）、大信尭也・三好
悠月（新宿スポーツセンター）、羽鳥剛司（合気道練馬総合
体育館道場）、小林夏大・武藤雄飛（合氣道土井道場）、渡
邉一世・亀川司（本部道場少年部）、吉塚真人・橋本涼乃・
嶋田圭吾・土屋昂三（世田谷合気道同好会）、吉野夏貴（渋
谷区合氣道同好会）、石毛未来（足立合気会）、上村俊揮・
橋本大翼（八広合気道クラブ）、小川未稀（合気道両国魂
友会）、浅野航・鉄羅晃大（多摩川合気道会）、木村陸朗（目
黒学院中学校）、土井瑠璃乃（合氣道宇宙の会）、門田遥（東
村山市合気道会）、角田英俊（明清会）、半貫淳久・大泉元
希（道学館）、小滝航平・林七海・神野羽奏・清水翔斗・
大杉律葉・栗原南海人・藤野朋志・小川幸介・島田裕太・
神野泰征・平井爽乃・山田心太郎（合気道新川塾）

【神奈川県】福富由梨・中澤唯人（無門館）、廣石貴昭（鶴
岡八幡宮研修道場合気道科）、笹岡海優・二村秋之助（青
葉塾道場）、阿部珠季（横浜南合気会）、石倉雅也（合気道
唯心館杉野道場）、山口真輝・新井もも香（国立印刷局合
気道部）、片桐勇也（合気道自灯館道場）、関京也・高綱楓
佳（秦野武産合気会）、松本響・井田詩織（合気道春水道
場）、高橋明里・竹下純平・竹下峻平（葉山町合気会）、長
井一樹（南林間カルチャー）、満仲颯志（桜台合気道クラ
ブ）、杉本涼輔（合気道高城道場　合気道わんぱく道場）、
西野顕子・西野聡美・本間千寛・安藤帆風・石井希鈴（春
陽会）、渡辺飛彬（相模原カルチャーセンター）、宮島到吾

（横浜国際合気道会）、長谷川丈・増井和美・岩澤雄太・千
葉大和・彌永空良（寒川合気会）、中村望咲・塩地由佳子・ 
大石優希（合気道幸徳会）、幡谷優碧（二宮合気会）、サム
スタントン・筒井日和（城下町合気道（小田原道場））、齋
藤洋子・前野由依（合気道相模和道会）

【新潟県】小林蒼央・小林愛緒（新潟合気会新潟みなと道場）、
田辺あかり・中村花野・中村美羽・小林聖実・伊藤萌（合
気道新潟県央会）

【山梨県】藤橋勇太・折居壮一郎（浅川教室）、平出託海（甲
府ジュニア合気道）

【静岡県】早川真生・篠原武琉（合気道石芯塾童夢の会）、
児玉啓彰（裾野合気会）

【愛知県】石川壮達（大治町合気道スポーツクラブ）
【三重県】岸野裕紀・野島香大（鈴鹿合氣会倉武塾）
【大阪府】岡本昭人・川崎樹・前田美咲・木村彩乃・澤実
乃里・岡本悠花・河合音薫・近藤千夏・丹羽史・東亮太・
葛籠凌・中村馨・近藤紗雪・黒田雅衣・近藤稜祐・河合花
優・河合志優・丹羽悠・東夏希・近藤海聖（合気道泉州武
育会）、西川遥香・齊藤岳巨（合気道正勝会）

【奈良県】相馬諒祐・朝田拓海・米田琢人・永尾浩貴（合
西大和会）、中沼祥（奈良合気会三錬会石川道場）

【和歌山県】北尾航大（田辺道場）
【岡山県】本谷みなみ（倉敷市立西中学校合気道部）、神田
大地（倉敷天領塾）

【広島県】大林巧幹・影山りさ（合気道北平塾ひとみ幼稚
園長束道場）

【香川県】吉川はるか（合氣道立志館）、齊藤瑞希・川南昇
太・図子実優・図子真優・矢野乃亜（高松合気会）
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弓　道

剣　道

7月21日開催

7月28日開催

7月29日開催

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

北犬飼中 A（栃木）
増穂中 A（山梨）

豊郷中 B（栃木）
鹿沼市立東中 B（栃木）

鳳来中 B（愛知）
平坂中 A（愛知）
清原中 A（栃木）
豊郷中 A（栃木）

清原中 A（栃木）
松戸市立第六中 A（千葉）

努力賞 松戸市立第六中 A（千葉）、岩舟中 B（栃木）、城北学園 A（東京）、
富士松中 C（愛知）、竹来中 A（茨城）

優秀賞 優良賞 敢闘賞 技能優秀賞

鎌倉女子大学中等部 B（神奈川）
加治木中 B（鹿児島）

豊郷中 A（栃木）
今市中 C（栃木）

清原中 A（栃木）
メリノール女子学院中 A（三重）
石和町弓道スポーツ少年団（山梨）
武中 A（鹿児島）

朝日中 A（愛知）
清原中 A（栃木）

努力賞 朝日中 A（愛知）、今市中 A（栃木）、清真学園 A（茨城）、
市立沼津中 A（静岡）、富士松中 C（愛知）、清原中 B（栃木）

男子の部

女子の部

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 梅ヶ香剣友会（福島） 国分寺剣友会Ａ（東京） さくら会少年剣道部Ａ（岐阜）東松舘剣道部スポーツ少年団（東京）

第 2
ブロック 柏武道館（千葉） 青梅中央道場（東京） 三劔会（大阪） 相模野剣友会Ａ（神奈川）

第 3
ブロック 東松舘道場Ａ（東京） 結城尚武館Ｂ（茨城） 警視庁府中警察署少年剣道部（東京） 京都太秦少年剣道部Ｂ（京都）

第 4
ブロック 京都太秦少年剣道部Ａ（京都）神戸枝吉己勝館（兵庫） 久居剣道スポーツ少年団（三重） 長野剣道スポーツ少年団Ａ（長野）

第 5
ブロック 横浜戸塚（神奈川） 仏生山スポーツ少年団剣友会（香川） 豊中小曽根剣友会（大阪） 新座剣友会（埼玉）

第 6
ブロック 白川台少年剣修会（兵庫） 水海道剣道教室（茨城） 凌雲館緑剣道場Ａ（栃木） 林田剣道教室（岡山）

第 7
ブロック 結城尚武館Ａ（茨城） 練馬区剣道連盟（東京） 山梨健心館Ａ（山梨） 益水館（茨城）

第 8
ブロック いばらき少年剣友会Ａ（茨城）草野剣道スポーツ少年団（福島） 東松舘道場Ｂ（東京） 千石剣道クラブ（大阪）

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1
ブロック 菅原剣士会（神奈川） 瀬谷区剣道連盟南瀬谷支部（神奈川） 紘武館Ａ（栃木） すずかけ剣友会Ａ（兵庫）

第 2
ブロック 雄信館内山道場Ａ（秋田） 生駒剣友会（奈良） 奈良尚武館（奈良） 養徳館（岡山）

第 3
ブロック 大津少年剣道クラブＡ（熊本）竹の子剣道クラブＡ（大阪）自求館道場（滋賀） 天武館（熊本）

第 4
ブロック 広島西風道場（広島） 府中剣誠会（東京） 桶川剣友会（埼玉） 都岡剣友会Ａ（神奈川）

第 5
ブロック 穴師剣道会（大阪） 能勢武勇館（兵庫） 揚武館（香川） 権堂少年剣友会Ｂ（長野）

第 6
ブロック 豊中寺内剣友会（大阪） 大村市剣道協会（長崎） 青島剣道スポーツ少年団Ａ（静岡）新宮剣志館（兵庫）

第 7
ブロック 和歌山武道館剣道錬成クラブ（和歌山）萌木剣道教室Ａ（東京） 十河剣道スポーツ少年団（香川） 北本剣士会（埼玉）

第 8
ブロック 大道塾Ａ（沖縄） 泉大津少年剣道部（大阪） 沖縄警察署スポーツ少年団Ａ（沖縄） 佐貫清心会Ａ（千葉）
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空手道

柔　道

8月4日開催

8月5日開催

優秀賞 努力賞

武蔵野空手道場教空会（東京）
空手道拳志会（東京）

協会川口
（埼玉）

正武館空手道場
（東京）
昇政塾Ａ
（千葉）

日本空手道　拳勝館
（神奈川）

日本空手道泊親会川崎Ａ
（神奈川）

鴻志会養正館Ｂ
（静岡）

麻布十番空手道教室皆思道場Ａ
（東京）

拳勝館鎌倉支部
（神奈川）

優良賞

鴻志会養正館Ａ（静岡）
拳勝館六会支部Ａ（神奈川）

敢闘賞

全日本空手道連盟剛柔会　誠明館（神奈川）
結城市空手道連盟（茨城）
木更津聖嘉館（千葉）
明桜塾Ａ（千葉）

優秀賞 努力賞

全日本空手道一友会Ｂ（東京）
全日本空手道一友会Ａ（東京）

剛柔会相模館Ｂ
（神奈川）

全日本空手道一友会Ｃ
（東京）

空手道　正真館Ａ
（静岡）

清原空手道スポーツクラブＡ
（栃木）

松濤館流空手道仁悠会Ａ
（埼玉）

日本空手道泊親会川崎Ａ
（神奈川）

空手道　正真館Ｂ
（静岡）

正統唐手成徳会Ｃ
（東京）

優良賞

拳勝館六会支部Ａ（神奈川）
結城市空手道連盟Ａ（茨城）

敢闘賞

正武館空手道場Ａ（東京）
英空会（神奈川）
明桜塾Ａ（千葉）
空手道一心塾（千葉）

優秀賞 努力賞

全日本空手道一友会Ａ（東京）
全日本空手道一友会Ｂ（東京）

日本空手道　拳志会Ｂ
（東京）

糸東流養秀館本部
（大阪）

福源院道場Ａ
（山梨）

鴻志会養正館Ｃ
（静岡）

日本空手道道場会川口マリン空手クラブＢ
（埼玉）

空手道　正真館Ｂ
（静岡）

日本空手道泊親会川崎Ｂ
（神奈川）

國際松濤館空手道連盟相模原支部
（神奈川）

優良賞

維新会館　大民塾Ａ（静岡）
結城市空手道連盟（茨城）

敢闘賞

武蔵野空手道場教空会（東京）
全日本空手道連盟剛柔会　誠明館Ａ（神奈川）
明桜塾Ｄ（千葉）
国際勝正館空手道総本部道場（千葉）

優秀賞 努力賞

維新会館　大民塾Ｂ（静岡）
維新会館　大民塾Ａ（静岡）

日本空手道泊親会・翔雄館Ａ
（東京）

宮代空手スポーツ少年団
（埼玉）

正武館空手道場Ａ
（東京）

謙交塾大和田道場Ｃ
（東京）
順道館Ａ
（東京）

清原空手道スポーツクラブＡ
（栃木）

木更津聖嘉館Ｂ
（千葉）

武蔵野空手道場教空会Ａ
（東京）

優良賞

剛柔会正剛道場Ａ（静岡）
全日本空手道一友会Ａ（東京）

敢闘賞

英空会（神奈川）
三重県糸東会　中勢地区Ｃ（三重）
全日本空手道連盟剛柔会　誠明館Ｂ（神奈川）
正武館空手道場Ｂ（東京）

小学１・２年生の部

小学５・６年生の部

小学３・４年生の部

中学生の部

優秀賞 優良賞 敢闘賞
第 1ブロック
（高学年） 春日柔道クラブ（東京） 大原町少年柔道教室（千葉） 土浦市体育協会柔道部（茨城）

舟川柔道塾（埼玉）
第 2ブロック
（高学年） 古賀塾（神奈川） 清水町柔道会（静岡） ダイコロ少年柔道教室（大阪）

㈶昭徳館（栃木）
第 3ブロック
（高学年） 橿原市柔道クラブ（奈良） 五所川原柔道少年団（青森） 和田道場（高知）

羽島柔道少年団（岐阜）
第 4ブロック
（高学年） 朝飛道場（神奈川） 愛柔会（神奈川） 松前柔道塾（東京）

高尾警察少年柔道部（東京）
第 5ブロック
（低学年） 臥牛館道場（東京） 愛柔会（神奈川） 稲沢柔道会（愛知）

岡田道場（広島）
第 6ブロック
（低学年） 舟川柔道塾（埼玉） 小川道場（神奈川） 東福岡柔道教室（福岡）

羽田野道場（愛知）
第 7ブロック
（低学年） 古賀塾（神奈川） USA　s.j.c（大分） 鶴田町柔道少年団（青森）

川口道場（福井）
第 8ブロック
（低学年） 朝飛道場（神奈川） あすなろクラブ（大阪） 広畑柔道教室（兵庫）

紅柔道少年団（千葉）
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銃剣道 8月8日開催

学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞
小学 5・6年生 名寄ピヤシリ銃剣道少年団（北海道） 大村少年銃剣道クラブ（長崎） 七ヶ浜銃剣道少年団 A（宮城） 滋賀県選抜（滋賀）

中学生 今津町銃剣道少年団（滋賀） 本間道場（神奈川） 小奴可剣友会 A（広島） 松山銃剣道クラブ（愛媛）

団体戦

学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞
小学 1・2年生 佐藤大地（元気道場） 近藤桃子（元気道場） 谷　誓哉（名寄ピヤシリ少年団）松本羽響（春光銃剣道クラブ）

小学 3年生 高田　尚（名寄ピヤシリ少年団）岩渕咲也（春光銃剣道クラブ）小針玲音（春光銃剣道クラブ） 岸　晃生（本間道場）

小学 4年生 寒河江瑞樹（名寄ピヤシリ少年団）内藤介斗（勝北銃剣道クラブ）畠山直樹（体道会銃剣道クラブ） 小幡未来（七ヶ浜少年団）

小学 5・6年生 田中真太朗（九徳塾） 高田　椎（名寄ピヤシリ少年団）安藤直斗（香川銃剣道ジュニヤクラブ）寒河江優斗（名寄ピヤシリ少年団）

小学 5・6年生
女子 小林夏海（今津町銃剣道少年団） 柴原幸佳（本間道場） 澤田百花（伊勢原） 土方冴恵（体道会銃剣道クラブ）

中学 1年生 芝原正康（本間道場） 桜井悠斗（七ヶ浜銃剣道少年団）稲見将汰（勝北銃剣道クラブ） 渡邉紫音（共栄館道場）

中学 2・3年生 諸隈　快（大村少年銃剣道クラブ）平田秀幸（今津町銃剣道クラブ）小林　翔（今津町銃剣道クラブ）岡本共平（今津町銃剣道クラブ）

中学生女子 山本奈々子（勝北銃剣道クラブ） 酒井萌菜（名倉銃剣道クラブ） 中原理奈（小奴可剣友会） 小松和佳（山口県ジュニヤクラブ）

銃剣道個人試合錬成

学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞
小学 1・2年生 松本羽響（春光銃剣道クラブ） 小泉孝輔（博真館） 澤田花穂（伊勢原支部） 小針心菜（春光銃剣道クラブ）

小学 3・4年生 髙橋亜紗日（春光銃剣道クラブ）遠藤　響（体道会銃剣道クラブ）高田　尚（名寄ピヤシリ少年団）吉見風香（今津町銃剣道クラブ）

小学 5・6年生 澤田夢花（伊勢原） 高田　柊（名寄ピヤシリ少年団） 澤田百花（伊勢原） 坂詰遙聖（供栄館吉川道場）

中学生 安西純平（本間道場） 小笠原陸（本間道場） 渡邉紫音（共栄館道場） 松浦豪士（春光銃剣道クラブ）

短剣道個人試合錬成

なぎなた 8月12日開催

学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 1・2年 洲之内桃花・神山美完
（愛媛・北条なぎなたスポーツ少年団）

佐久間琴子・小林美菜
（千葉・君津市なぎなた連盟）

長嶋春優・梅津瞳子
（千葉・瑞穂なぎなたスポーツ少年団）

主浜夏花・南舘日奈太
（岩手・一戸町なぎなた協会）

小学 3・4年 A 小針輝人・日鷹大智
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

小嶋奏・今井ここの
（愛知・愛知武道館クラブ）

前川沙穂・蘒乃菜
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

六車綾乃・奥田莉生
（奈良・川西スポーツクラブ）

小学 3・4年 B 林由季菜・松田もえ
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

苗木ひかる・金城実彩葵
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

相葉有里花・榎本遙斗
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

桜庭彩・長嶋姫那
（千葉・瑞穂なぎなたスポーツ少年団）

小学 5・6年 A 石垣綾香・松川春乃
（宮城・多賀城なぎなた連盟）

赤羽愛翔・中野蓮
（長野・松本市田川なぎなたスポーツ少年団）

岩本里佳子・岩崎悠陽
（山口・江の浦なぎなたスポーツ少年団）

若松舞・山田真緒
（愛知・弥富市なぎなたクラブ）

小学 5・6年 B 落合凛星・伊東歩花
（三重・稲生クラブ）

安次嶺心・石原かのん
（沖縄・西原なぎなたクラブ）

鈴木悠理愛・櫻田暖乃
（宮城・榴岡なぎなた教室）

鷹觜陽夏・田村百花
（岩手・みたけなぎなたスポーツ少年団）

小学 5・6年 C 榎本航大・槙凌汰
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

干場咲良・村上沙也佳
（奈良・奈良県なぎなた連盟）

瀧澤李穂・佐々木つづる
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

渡邊凪咲・落合崚
（静岡・富士市なぎなた連盟）

中学A 上野凛花・齋藤俊慧
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

加藤己由希・伊藤佑茉
（愛知・弥富市なぎなた連盟）

今本真裕子・堂村碧
（大阪・清教学園中学校）

今井琉誠・平田基
（埼玉・上尾市遊友クラブ）

中学B 佐藤里咲・二瓶千沙都
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

花島望音・宮本佐紀恵
（富山・南砺市立福野中学校なぎなた部）

遠藤奈々帆・柴崎彩乃
（山形・山形市立第四クラブ）

武井梓穂・鈴木麻菜美
（神奈川・神奈川大学附属中学校）

中学C 西嶋聖良・織田奈月
（福井・福井なぎなたクラブ）

菅生美貴・齋藤萌
（宮城・岩出山中学校なぎなた部）

成田結唯・鳴瀬裕美
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

大矢真未・上田小百合
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

中学D 三輪菜々子・吉田未紅
（愛知・弥富市なぎなた連盟）

石橋春奈・宮武佑希
（香川・琴平中学校）

藤田飛翔・山口明佳音
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

谷内田里菜 ･ 高山智恵
（神奈川・神奈川大学附属中学校）

中学E 落合瑠那・水谷理乃
（三重・稲生クラブ）

鎌田友里・千葉沙織
（宮城・岩出山中学校なぎなた部）

野里美沙樹・上平芽生
（岩手・一戸町立一戸中学校）

中嶋彩佳・瀧口理子
（福井・福井なぎなたクラブ）

中学 F 石原葉月・西平春奈
（和歌山・和歌山県なぎなた連盟）

永尾日向子・北希織
（東京・中野区なぎなた連盟）

江橋実果・高村恵梨奈
（千葉・佐倉市なぎなた連盟）

佐藤光夏・安食麻理奈
（島根・平田クラブ）

中学G 鈴木利奈・三浦里帆
（愛知・弥富市なぎなた連盟）

二上かのこ・田中里彩
（東京・江東区なぎなた連盟）

木原万由子・山越理央
（福井・鯖江なぎなたクラブ）

宮森那知・花見佳奈子
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

演技競技の部
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学　年 優秀賞 優良賞 敢闘賞

小学 3年 大塩未緒
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

齋ありさ
（東京・江東区なぎなた連盟）

今井ここの
（愛知・愛知武道館クラブ）

徳田望衣
（香川・高瀬なぎなた同好会）

小学 4年 田村百花
（岩手・みたけなぎなたスポーツ少年団）

安藤鈴華
（岡山・養徳館）

砂塚希美
（東京・豊島区なぎなた連盟）

蘒乃菜
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

小学 5年 山根千慶
（岡山・養徳館）

金野碧
（東京・江東区なぎなた連盟）

笠原彩叶
（埼玉・入間市あおぞらスポーツ少年団）

永山結衣
（東京・江東区なぎなた連盟）

小学 6年 前田愛梨
（愛知・愛知祥南なぎなたクラブ）

名和栞
（大分・大分東部なぎなたスポーツ少年団）

神山愛姫
（愛媛・北条なぎなたスポーツ少年団）

干場咲良
（奈良・奈良県なぎなた連盟）

中学 1年 村上こと乃
（兵庫・伊丹スポーツセンターなぎなた教室）

安藤瑠音
（岡山・養徳館）

新本みゆ
（和歌山・和歌山県なぎなた連盟）

細川瞳
（岐阜・大垣市なぎなた少年団）

中学 2年 二上かのこ
（東京・江東区なぎなた連盟）

田中里彩
（東京・江東区なぎなた連盟）

南出成美
（和歌山・和歌山県なぎなた連盟）

金野夏月
（東京・江東区なぎなた連盟）

中学 3年 三浦里帆
（愛知・弥富市なぎなた連盟）

佐藤里咲
（福島・会津なぎなたスポーツ少年団）

川野柚奈
（大分・大分東部なぎなたスポーツ少年団）

齋藤萌
（宮城・岩出山中学校なぎなた部）

小学男子 3・4年 河本日向
（兵庫・伊丹スポーツセンターなぎなた教室）

安食拓海
（島根・平田クラブ）

小針輝人
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

寒川慎也
（和歌山・和歌山市雄湊なぎなたクラブ）

小学男子 5・6年 槙凌汰
（奈良・奈良市なぎなた連盟）

宮田学歩
（愛知・愛知祥南なぎなたクラブ）

主浜命
（岩手・やまびこなぎなたスポーツ少年団）

中野蓮
（長野・松本市田川なぎなたスポーツ少年団）

中学男子 服部将大
（愛知・弥富市なぎなた連盟）

田淵純貴
（大阪・汎愛チューリップクラブ）

戸田修平
（長野・三郷クラブ）

坂上智之
（兵庫・伊丹スポーツセンターなぎなた教室）

試合競技の部

◇中学生段外の部 = 小川裕生・新留将矢（愛知今伊勢道院拳友会）梅川郁実・前島涼香（東京・富士見丘学園）菅野明日美・
伯耆原未来（千葉茂原道院拳友会）方波見京香・熱田真須美（茨城・清真学園）古川璃々子・蛭川寧々花（東京・富
士見丘学園）金子文樹・横松大雅（東京・加住小中学校）坂伊織・早川可子（茨城・清真学園）加賀谷秋太・鈴木麗
央（東京・板橋菩提樹道院拳友会）増山由羅・平雄大（埼玉・東松山道院拳友会）蓮子秀美・佐藤優果（東京・富士
見丘学園）田島広太郎・佐藤賢斗（愛知・一宮中部道院拳友会）中島秀越・依田啓新（東京足立東和道院拳友会）居
作和英・綿貫壮平（東京・早稲田実業）小林和真・平松佳祐（東京・早稲田実業）亀谷あゆみ・宮崎柊花（東京・早
稲田実業）水谷優作・西東渚（愛知今伊勢道院拳友会）寺井理耶子・天幸奈穂（東京・富士見丘学園）康井昭吾・堰
代雄太（東京・立川第七中学校）石橋花恋・山口裕璃（東京・早稲田実業）福田実咲・久保樹梨亜（東京・富士見丘
学園）田代唯人・圓堂聖史（埼玉・草加道院拳友会）城山春菜・孫丹青（東京・富士見丘学園）稲川大地・橋本援（神
奈川・横浜緑園道院拳友会）小川天真・加藤大和（愛知・日進南道院拳友会）山下虎太郎・梶山竜之介（愛知・名古
屋前之輪道院拳友会）

◇小学生有段の部 = 堀見一生・山岸大暉（大阪・富田林北道院拳友会）小西翔太・杉本侑亮（和歌山・南部スポーツ少年団）
平田蓮仁・福田彩加（広島・福山南道院拳友会）福地将平・金子佑哉（神奈川・川崎柿生道院拳友会）

 《単独基本演武》
赤間福太郎（奈良郡山城道院拳友会）中川翔友（和歌山・南部スポーツ少年団）小島優斗（群馬藪塚道院拳友会）植
田陽翔（東京・南中野道院拳友会）根本桜（神奈川・西湘山北道院拳友会）亀井陽向（群馬多々良道院拳友会）小林
太陽（神奈川・小田原道院拳友会）小川紗弥（千葉・船橋薬園台道院拳友会）須藤新史（群馬・上州白根道院拳友会）
山口創司（愛知・名古屋太子道院拳友会）大森未結（神奈川・湘南二宮道院拳友会）辻村太一（奈良中央道院拳友会）
増田紘也（静岡・富士西道院拳友会）村上薫（大阪・泉南西信達道院拳友会）荒井天斗（千葉・木更津岩根道院拳友会）
圓堂紗希（埼玉・草加道院拳友会）沼倉未磨（秋田湯沢スポーツ少年団）宮本秀真（大阪・高石スポーツ少年団）初
芝光貴（千葉・大日道院拳友会）新井一矢（埼玉・埼玉三ヶ島道院拳友会）鈴木滉生（東京・町田南成瀬支部）田中
葉菜（茨城・水戸スポーツ少年団）古村瑠菜（愛知・日進南道院拳友会）天野景太（兵庫・つかしんカルチャーセン
ター）丸井竜二（愛知・岡崎こだるま道院拳友会）関野竜希（神奈川・足柄中井道院拳友会）申晶環（東京・多摩桜
ケ丘道院拳友会）大木風我（東京東陽町道院拳友会）福島博人（佐賀小城スポーツ少年団）戸田和希（奈良中央道院
拳友会）赤間ののか（宮城・多賀城城南道院拳友会）森下桃帆（愛知東浦道院拳友会）藤井葉衣樹（群馬北毛道院拳
友会）

 《団体演武》
◇中学生の部 = 川崎由稀・林昇吾・高島昇吾・上條龍之介・中村光一・難波大輔（神奈川・綾瀬深谷道院拳友会）蒲原まゆみ・

湯野川駿介・江草俊作・井坂穂・安藤千華・市川祐太（山梨・甲州大月道院拳友会）内田杏香・福村玲奈・野崎智花・
二森美菜子・亀石恵未・八木杏那（東京・富士見丘学園）

◇小学生有段の部 = 浦田智騎・松本龍樹・井上空・東海林智貴・林夏子・三原藍里（愛知・豊明東道院拳友会）藤田涼我・
正木怜・上野照輝・松尾明英・松永夏鈴・逢坂一斗（徳島・脇町東道院拳友会）

◇小学生３級～１級の部 = 伊藤大寛・宮本隆・奥田宏人・増井晃弥・谷龍輔・柏原正宗・（奈良中央道院拳友会）田中聖馬・
舘山泰知・市川功輔・市川大輔・舘山千晶・馬場久遠（東京・八王子富士森道院拳友会）佐野太星・大石未来弥・八木聡眞・
源平唯加・中川颯人・加藤優奈（静岡・富士北道院拳友会）永戸秀・神谷拓空・猪飼真央・筒井鯛喜・市古空・金森塁（愛
知・豊明東道院拳友会）早坂礼乃・小柴海亜・宇野萌花・増田晴奈・川辺菜月・馬場康平（千葉南道院拳友会）

◇小学生見習い～４級の部 = 宮崎天良・宮崎愛実・井上匠・比留間瞳斗・植村朱葉・臼井颯馬・（神奈川・相模原道院拳友会）
平野楓夏・國井玲奈・深谷真太郎・川口碧海・森翔多朗・渡邊和瑞・（福島・白河東道院拳友会）松本梨沙・市古光音・
三原碧音・近藤憲吾・林和花・加藤奏風・清水陽介・田澤楓（愛知・豊明東道院拳友会）
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少林寺拳法 ＜優秀賞＞

 《規定組演武》
◇小学生１級 = 石井もも・後藤ヒカリ（千葉・市原姉崎道院拳友会）金子俊太・宮本光希（千葉・大日道院拳友会）山中広翔・

新道赦亜（奈良・大和桜井道院拳友会）中込昂志・中込かれん（広島・福山南道院拳友会）塚本啓己・酒井聖也（神奈川・
小田原道院拳友会）石井志龍・瀬能桃叶（千葉・大日道院拳友会）渡邊峻平・高木風薫（千葉野田道院拳友会）木村
健志・諸岡志郎（愛知・春日井北道院拳友会）神嵜真季・萩原佳里南（埼玉鶴瀬道院拳友会）森下洋介・野田洸人（千葉・
船橋薬園台道院拳友会）大木美穂・大坪士晏（神奈川・小田原道院拳友会）樋口優・浅田果甫（愛知・石ヶ瀬道院拳
友会）田中淳也・鈴木直希（宮城・青葉道院拳友会）秋葉美玖・鳥飼智美（千葉海匝道院拳友会）鈴木日菜・坂間陸（東
京試衛館道院拳友会）

◇小学生２級 = 宮崎篤利・崎田匡人（神奈川・川崎東道院拳友会）吉澤比椋・生井優聖（茨城・守谷市スポーツ少年団）
鮎貝海空・河村優作（埼玉・朝霞道院拳友会）畑垣聖・南部慶道（和歌山・南部スポーツ少年団）渡邉晃・古賀優希（神
奈川・小田原道院拳友会）秋葉ユリヤ・島倉沙季（千葉茂原道院拳友会）石川杏亮・山地広大（香川・タドツスポー
ツ少年団）長島颯汰・秋谷竜舞（埼玉川島道院拳友会）斯波岳士・守屋彰二（宮城・青葉道院拳友会）高本悠斗・今
西敦志（大阪・泉南西信達道院拳友会）児玉栞・大庭夏音（愛知・デンソー）籾山大雅・佐藤光駿（千葉・市原姉崎
道院拳友会）山本雅貴・名嘉海斗（京都・伏見丹波橋スポーツ少年団）荒井敬太・武山美紗子（神奈川・川崎東道院
拳友会）伊藤竜栄・佐々木快盛（秋田横手スポーツ少年団）中村大河・前田大豪（福井新田塚道院拳友会）根岸樹生・
秋谷蓮（埼玉川島道院拳友会）中川弘陸・花光大生（和歌山・南部スポーツ少年団）

◇小学生３級=宮本幸典・東時生朗（大阪長野道院拳友会）片田美琴・宮里亮（埼玉・朝霞道院拳友会）中野龍誠・鱸将太（徳島・
大麻スポーツ少年団）櫻井さくら・櫻井かえで（栃木瑞穂道院拳友会）山本桃子・吉村紀人（奈良郡山城道院拳友会）
佐藤天・西村朝日（秋田泉スポーツ少年団）福島隆太・福島宏輝（佐賀小城スポーツ少年団）松永海央・沢良木利奈

（大阪摂津和道院拳友会）志賀美咲希・後藤拡（宮城・多賀城城南道院拳友会）染谷美月・深澤優花（茨城・守谷市ス
ポーツ少年団）阪口稜真・山ノ内大雅（和歌山・南部スポーツ少年団）野辺佳太・中嶋彩瑛（兵庫・つかしんカルチ
ャーセンター）大森朗生・宮川竜之介（神奈川・足柄中井道院拳友会）森俊博・荒井白雲香（東京試衛館道院拳友会）
岡田万里奈・影山紗弥香（岐阜高富道院拳友会）今野夢生・小瀬村一希（神奈川大和道院拳友会）福田拓海・三島美咲（広
島・福山南道院拳友会）古藤田未来・梅田和花（愛知東浦道院拳友会）高橋右京・小林歩夢（千葉・大日道院拳友会）
平田梨乃・平田詩歩（埼玉・東松山スポーツ少年団）六川葉月・久保田有海（群馬藪塚道院拳友会）佐藤颯人・佐々
木稜太（秋田泉スポーツ少年団）

◇小学生４級 = 山田颯・永尾光人（愛知・一宮中部道院拳友会）村岡龍斗・牛島健太（愛知・東海なわ道院拳友会）佐
藤郁・橋本和希（奈良・大和桜井道院拳友会）松本大智・根岸圭吾（埼玉・熊谷道院拳友会）森川秀斗・森川天斗（奈良・
大和桜井道院拳友会）北川優登・永尾初姫（愛知・一宮中部道院拳友会）荊原逸斗・井上竣介（東京東陽町道院拳友会）
吉開瑛巴・井達優佑（千葉・流山北道院拳友会）井上拓人・寺澤慶（東京足立東和道院拳友会）丸山沙耶香・坪井あみ（神
奈川・下溝スポーツ少年団）武藤寛尚・江藤心美（愛知今伊勢道院拳友会）六川尊斗・本多麗央（群馬藪塚道院拳友会）
鵜澤奈央・佐野心優奈（千葉茂原道院拳友会）増田健・寺岡義瑛（千葉・大日道院拳友会）

◇小学生５級 = 今西陽樹・村上新（大阪・泉南西信達道院拳友会）古村勇樹・古村光輝（愛知・日進南道院拳友会）斎藤千優・
嶋村仁（埼玉・草加道院拳友会）渡辺風雅・栗田拓実（千葉・大日道院拳友会）竹久保敦也・幾田雄也（神奈川・足
柄中井道院拳友会）柳心香・石塚翔（千葉野田道院拳友会）城山慧・守屋隼輔（東京・青梅永山道院拳友会）酒井規
夫・山本陽輝（神奈川・足柄中井道院拳友会）池田夏葉・芦田海遥（千葉・船橋東道院拳友会）吉田龍生・吉田祈代

（岐阜・多治見青龍道院拳友会）小田切紗羅・天笠陸（群馬北毛道院拳友会）加藤周生・稲葉龍一（愛知・名古屋前之
輪道院拳友会）高橋哲哉・船山友菜（秋田湯沢スポーツ少年団）坂本夏美・前田明日香（和歌山・南部スポーツ少年団）
大元舞咲・高槁史弥（愛知・名古屋太子道院拳友会）高橋京汰・鈴木暁斗（千葉・大日道院拳友会）荻野愛子・佐々
木瀬凪（神奈川大和道院拳友会）細谷つかさ・須永カオル（埼玉藤久保道院拳友会）新倉颯・村山悠樹（東京・多摩
桜ケ丘道院拳友会）時田健・石田達朗（宮城・青葉道院拳友会）杉本怜平・前田知範（和歌山・南部スポーツ少年団）
工藤優月・石井彩名（群馬富岡道院拳友会）

◇小学生６級 = 山岡天道・冨永真杜（東京田無道院拳友会）圓井経佑・藤田大成（福島鮫川道院拳友会）ハンマーカス
聡・須藤祐生（東京石神井道院拳友会）嶋田颯麻・井村亮太（東京・青梅永山道院拳友会）石田俊裕・柴田遥人（愛
知・名古屋植田道院拳友会）松村裕紀・圓堂皓史（埼玉・草加道院拳友会）中田暮翼・吉水友佑（愛知・名古屋太子
道院拳友会）圓井空志・塩田和也（福島鮫川道院拳友会）高橋千聖・西ノ村孔南（東京試衛館道院拳友会）浅田永遠・
森下颯也（愛知東浦道院拳友会）佐藤賢斗・瀧澤朋哉（秋田湯沢スポーツ少年団）天野正輝・黒田侑（千葉・大日道
院拳友会）千々和舞・岡田朱璃（東京試衛館道院拳友会）日光駿太・錦織輝（石川・加賀梯道院拳友会）

◇小学生見習い～７級 = 高木麗那・石川優真（埼玉鶴瀬道院拳友会）川辺さくら・成瀬もも（千葉南道院拳友会）青野
日和・斉藤海里（群馬多々良道院拳友会）浅田麗央・山内涼生（愛知東浦道院拳友会）清水瑠偉・竹内百笑（神奈川・
伊勢原道院拳友会）沢良木駿介・沢良木優介（大阪摂津和道院拳友会）井達優惺・小菅陽太（千葉・流山北道院拳友会）
立岡愛喜・磯部竜希（愛知・東海なわ道院拳友会）津山朗慶・田中真琴（奈良郡山城道院拳友会）那須彩乃・那須希
美（埼玉・東松山スポーツ少年団）小西杏奈・畑野結月（和歌山・南部スポーツ少年団）金子祐眞・金子あゆみ（東
京試衛館道院拳友会）中澤遥希・佐藤綾起（徳島・大麻スポーツ少年団）小見一真・冨澤拓夢（群馬北毛道院拳友会）
千々和駿・岡田琉鳳（東京試衛館道院拳友会）新谷竜司・新谷鳳司（茨城つくば道院拳友会）柳澤憲吾・梅田陸斗（愛
知東浦道院拳友会）上野拓海・山下大和（和歌山・南部スポーツ少年団）古田孔明・鈴木匠（千葉・大日道院拳友会）
長谷川大慧・城所迅（神奈川・伊勢原道院拳友会）

 《自由組演武》
◇中学生有段の部 = 杉浦悠・杉浦壮思（兵庫・昆陽道院拳友会）小木曾香純・川畑依子（愛知・名古屋太子道院拳友会）

小川真季・渡辺彩夏（東京・日本武道館武道学園）三鬼龍馬・島袋友樹（愛知・名古屋太子道院拳友会）田中万琴・
荒井流風香（東京試衛館道院拳友会）田中優香・田中夢穂（福岡北道院拳友会）村田みお・村田もえ（神奈川大和道
院拳友会）古川明花・植村亮（大阪・富田林北道院拳友会）中田駿輔・森永雅輝（東京・多摩桜ケ丘道院拳友会）鈴
木翔也・佐々木想人（東京試衛館道院拳友会）飯島海渡・松本寛児（愛知・名古屋植田道院拳友会）今野真・伊藤佑
馬（愛知・東海なわ道院拳友会）竹内圭太・小林明史（京都・伏見丹波橋スポーツ少年団）有本健人・長谷川航（大阪・
富田林北道院拳友会）高橋涼・羽賀ゆかり（東京試衛館道院拳友会）高橋祐希・矢野智大（愛知・一宮中部道院拳友会）
山本瀬菜・笹川理菜（大阪摂津和道院拳友会）古川瑛大・滝川央（大阪・富田林北道院拳友会）中山裕斗・山下哲太郎（愛
知・名古屋前之輪道院拳友会）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

<増補版>

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
（翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット）

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武の素描

大保木輝雄 著
埼玉大学教授

（ 四六判・上製・220頁 ）

私も武道経験者です

吉野 喜信 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・326頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

武士道に学ぶ

菅野 覚明 著
東京大学大学院教授

（ 四六判・上製・344頁 ）

武道の礼法

小笠原清忠 著
弓馬術礼法小笠原教場三十一世宗家

（ 四六判・上製・278頁 ）
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開
会
式
で
は
、
鈴
木
健
大
会
委
員
長
に

よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
今
年
５
月
に
就
任

の
酒
井
健
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
会
長
が

「
最
高
の
品
格
と
技
倆
が
備
わ
っ
た
、
日

本
一
を
決
め
る
に
ふ
さ
わ
し
い
試
合
を
展

開
し
て
、﹃
正
し
い
も
の
は
美
し
い
、
美

し
い
も
の
は
強
い
﹄
こ
と
を
示
し
、
感
動

を
与
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
を
述

べ
た
。
続
い
て
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館

理
事
・
事
務
局
長
の
祝
辞
、
大お
お

丸ま
る

知
之
審

判
長
に
よ
る
審
判
長
注
意
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
竹
下
雄
二
教
士
七
段
が
力
強
く
選

　

銃
剣
道
日
本
一
を
決
め
る
高
松
宮
記
念
杯
争
奪
第
20
回
全
日
本

銃
剣
道
選
手
権
大
会
は
、
８
月
10
日
、
日
本
武
道
館
で
開
か
れ
た
。

大
会
に
は
各
都
道
府
県
代
表
と
前
回
３
位
ま
で
の
入
賞
者
、
計
64

名
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
っ
て
覇
が
争
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
、
坂
元
誠
教
士
七
段
（
静
岡
）
が
延
長
の
末
、
根
本
努

教
士
七
段
（
東
京
）
か
ら
上
胴
を
奪
っ
て
勝
利
し
、
初
の
栄
冠
を

手
に
し
た
。
３
位
に
は
市
原
茂
錬
士
六
段
（
高
知
）、
六む

鎗や
り

俊
昭
錬

士
六
段
（
北
海
道
）
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
し
た
。

坂
元
誠
︵
静
岡
︶
が
悲
願
の
初
優
勝

全日本銃剣道
選手権大会

決勝、坂元対根本
＝坂元（左）の上胴が決まる
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手
宣
誓
を
行
い
、
大
会
の
幕
が
開
い
た
。

　

本
大
会
の
出
場
資
格
は
錬
士
六
段
以

上
。
前
回
ま
で
の
30
歳
以
上
と
い
う
年
齢

制
限
は
な
く
な
っ
た
。
試
合
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
方
式
、
５
分
間
三
本
勝
負
で
争
わ
れ

た
。
ま
た
、時
間
内
に
決
し
な
い
場
合
は
、

時
間
無
制
限
の
延
長
戦
に
よ
り
、
先
取
り

で
勝
負
を
決
定
し
た
。◇

　

序
盤
戦
、　

第
一
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
齋
藤

正
頼
（
静
岡
）
が
、
前
回
３
位
で
二
年
前

に
こ
の
大
会
を
制
し
て
い
る
山
田
壮
一

（
宮
城
）
か
ら
ノ
ド
で
一
本
勝
ち
し
た
。

初
出
場
の
六
鎗
俊
昭
（
北
海
道
）
は
、
そ

の
齋
藤
と
３
回
戦
で
対
戦
し
、
延
長
で
ノ

ド
を
決
め
て
準
々
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
実
力
者
が
多
く
並

ん
だ
。
３
位
の
経
験
の
あ
る
根
本
努
（
東

京
）
は
、
元
選
手
権
者
で
前
回
準
優
勝
の

竹
下
雄
二
（
愛
媛
）
と
２
回
戦
で
対
戦
。

根
本
は
竹
下
か
ら
上
胴
を
二
本
決
め
て
勝

利
し
た
。
根
本
の
３
回
戦
の
相
手
は
田
尻

竜
三
（
熊
本
）。
田
尻
は
昨
年
の
山
口
国

体
優
勝
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。
互
い
に
見
合

う
展
開
が
続
い
た
が
、
根
本
が
上
胴
で
一

本
勝
ち
し
た
。

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
。
坂
元
誠
（
静
岡
）
は
、

初
戦
で
中
山
厚
史
（
大
阪
）
と
対
戦
。
坂
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元
が
下
胴
で
先
制
す
る
も
、
中
山
が
上
胴

で
追
い
つ
く
。
こ
れ
ま
で
二
大
会
連
続
１

回
戦
負
け
で
「
選
手
権
は
怖
い
」
と
語
る

坂
元
だ
っ
た
が
、
延
長
で
上
胴
を
奪
い
勝

利
し
た
。坂
元
は
２
回
戦
も
栗
原
慶
祐（
北

海
道
）
か
ら
開
始
早
々
に
下
胴
を
決
め
て

一
本
勝
ち
。
３
回
戦
で
は
前
回
３
位
の
松

野
和
樹
（
東
京
）
と
対
戦
し
、
長
時
間
の

延
長
の
末
、
上
胴
で
勝
利
し
た
。

　

第
四
ブ
ロ
ッ
ク
。
前
回
優
勝
の
飛
永
正

純
（
静
岡
）
は
、２
回
戦
で
今
村
裕
広
（
宮

城
）
に
上
胴
で
先
制
さ
れ
る
も
、
時
間
ぎ

り
ぎ
り
で
下
胴
を
返
し
て
並
ぶ
。
延
長
に

な
り
、
飛
永
は
な
ん
と
か
下
胴
を
決
め
て

辛
く
も
勝
ち
進
ん
だ
。
３
回
戦
は
⻆
康
大

（
熊
本
）
と
顔
を
あ
わ
せ
た
。
⻆
は
田
尻

と
同
じ
く
国
体
優
勝
チ
ー
ム
の
一
員
。
連

続
優
勝
の
期
待
の
か
か
る
飛
永
だ
っ
た

が
、
延
長
開
始
直
後
に
⻆
が
上
胴
を
決
め

て
勝
利
し
た
。

▽
準
々
決
勝
敗
退
＝
飛
永
正
純
選
手（
静
岡
）

「
出
て
く
る
と
こ
ろ
を
狙
い
ま
し
た
が
、

予
想
以
上
に
⻆
選
手
の
剣
が
の
び
て
き
ま

し
た
。
選
手
権
者
と
し
て
精
神
的
に
も
き

つ
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
指
導
の
面

で
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
弱
か
っ
た

自
分
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
先
輩
方

の
よ
う
な
指
導
者
に
な
り
た
い
で
す
」

２回戦、齋藤対山田＝齋藤（左）のノド

３回戦、根本対田尻＝根本（右）の上胴

３回戦、坂元対松野＝坂元（右）の上胴

２回戦、根本対竹下＝根本（左）の上胴

２回戦、飛永対今村＝飛永（左）の下胴３回戦、⻆対飛永＝⻆（右）の上胴

序盤戦ハイライト
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◆市原　茂　　上―　　⻆　康大
　延長に入り、市原茂（高知）は、終始上胴で攻
める⻆に苦戦するが、近間からの上胴を続けて放
つと、これが決まって勝利した。

◆坂元　誠　　上―　　竹村和城
　坂元が下胴、竹村和城（愛媛）が上胴の相突きから始まる。
序盤から積極的に技を出す竹村。しかし、坂元はこれを見切り、
竹村が下胴で攻めたところを上胴に返し、一本勝ちした。

◆根本　努　　下―　　上
あげ

井
い

周平
　根本は、返し技や上胴の連続技で先手を打とうとする上井周平（鳥
取）の攻撃を捌き、中盤で下胴を奪う。根本はそのリードを守り切り、
準決勝へと進んだ。 ◆六鎗俊昭　下下―　　初村丈也

　これまで一本勝ちで僅差をものにしてき
た六鎗。初村丈也（長崎）からは、近間で
の攻防から調子よく下胴を重ねて二本勝ち
した。

◉
ベ
ス
ト
８
入
賞
者
コ
メ
ン
ト

▽
初
村
丈
也
選
手
（
長
崎
）

「
初
出
場
で
し
た
。
初
戦
は
落
ち
着
い
た

試
合
運
び
が
出
来
ま
し
た
。
六
鎗
選
手
に

は
、
う
ま
く
下
胴
を
突
か
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
」

▽
上
井
周
平
選
手
（
鳥
取
）

「
こ
れ
ま
で
４
年
連
続
で
１
回
戦
敗
退
で

し
た
。
今
回
も
、
初
戦
は
動
き
が
固
か
っ

た
の
で
す
が
、
２
回
戦
以
降
は
、
肩
の
力

が
抜
け
て
出
来
ま
し
た
。
延
長
は
疲
れ
ま

す
が
、
み
ん
な
我
慢
比
べ
で
す
ね
」

▽
竹
村
和
城
選
手
（
愛
媛
）

　

４
年
前
に
優
勝
の
竹
下
選
手
が
、
昨
年

愛
媛
に
転
属
。
こ
れ
を
機
に
、
マ
ン
ツ
ー

マ
ン
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
お
か
げ
で
今
回
の
結
果
に
繋
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
初
出
場
だ
っ
た
の
で
、

邪
念
が
な
く
試
合
が
出
来
る
と
思
っ
た
の

で
す
が
、
勝
ち
上
が
る
に
つ
れ
て
緊
張
し

て
、
有
効
な
技
が
出
な
く
な
り
ま
し
た
」

▽
⻆
康
大
選
手
（
熊
本
）

「
優
勝
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。
４
月
の
優

勝
大
会
が
準
優
勝
だ
っ
た
の
で
手
応
え
を

感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
運
が
な
か
っ
た
で

す
。
次
こ
そ
は
や
っ
て
や
ろ
う
か
な
と
思

い
ま
す
。
せ
め
て
入
賞
し
て
、
来
年
は
シ

ー
ド
で
臨
み
た
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
ね
」

準
々
決
勝

六鎗（手前）の下胴が決まる

坂元（左）が上胴で攻める市原（左）の上胴が決まる

根本（右）の下胴が決まる



322012．9　月刊「武道」

ニュース

◆坂元　誠　下上―上　市原　茂
　先制したのは市原。間合いが詰まったところから上胴を決める。後がなくなった坂元は、すぐさま下胴
で取り返して並ぶ。延長１分、接近した状態から坂元が上胴で逆転勝ちした。

準
決
勝
︵
坂
元 

× 

市
原
）

◆根本　努　上上―　　六鎗俊昭　
　積極的に前に出る六鎗は連続技で根本を攻める。しかし、根本は六鎗の攻撃を払って上胴を決める。そ
の後も根本は返し技で六鎗から上胴を奪って、二本勝ち。試合時間わずか１分 36 秒で六鎗を沈めた。

準
決
勝
︵
根
本 
× 
六
鎗
）

坂元（左）の上胴が決まる

根本（右）の上胴が決まる
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◆坂元　誠　　上―　　根本　努
　相手の出方をみているのか、序盤から膠着した展開が続
く。有効な技が出ないまま、延長に突入。間合の駆け引き
に緊張感が増す。場内には気合と木銃の合わさる音だけが
響きわたる。延長時間が 20 分を超えても一進一退の攻防
が続く。すると、両者の気迫ある技が出るたびに観客から
拍手が起こった。
　近間での攻防の中、互いが一瞬さがった場面、坂元はこ
こぞとばかりに上胴を放つも、根本が足捌きできわどくか
わす。
　根本も負けじと反撃に出る。間合いを詰めながら上胴を
狙うと、坂元はその攻撃を木銃で抑えながら外側に払う。
たまらず体勢を崩した根本に対し、坂元が上胴を突くと、
これが見事に決まって一本となった。坂元が悲願の初優勝
を遂げた。

入
賞
者
＝
前
列
右
か
ら
３
位
・
六
鎗
、

準
優
勝
・
根
本
、
優
勝
・
坂
元
、
３
位
・
市
原

技
が
決
ま
る
ま
で
の
連
続
写
真

坂
元
（
右
）
が
木
銃
を
巧
み
に
操
り
、
見

事
に
上
胴
を
決
め
た

▼

▼

決
勝
︵
坂
元 

× 

根
本
）
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正
座
を
し
て
面
を
脱
ぐ
。
フ
ー
っ
と
長

い
息
を
吐
き
、
日
本
武
道
館
の
天
井
を
見

あ
げ
た
。

　

精
根
尽
き
た
の
だ
ろ
う
。
３
回
戦
で
は

26
分
、
決
勝
戦
は
過
去
最
長
と
な
る
32
分

41
秒
の
死
闘
だ
っ
た
。

　

ゆ
っ
く
り
立
ち
上
が
る
と
、
仲
間
た
ち

か
ら
の
祝
福
を
受
け
た
。
握
手
を
す
る
た

び
、
目
か
ら
大
粒
の
涙
が
落
ち
る
。

　

も
と
も
と
勝
負
事
が
好
き
で
、
20
歳
ご

ろ
初
め
て
木
銃
に
触
れ
た
。
チ
ー
ム
（
普

通
科
教
導
連
隊
）
で
は
大
将
を
任
さ
れ
、

平
成
18
年
か
ら
優
勝
大
会
３
連
覇
の
立
役

者
と
な
っ
た
。
個
人
戦
で
も
、
本
大
会
に

初
出
場
の
18
年
か
ら
２
年
連
続
３
位
と
活

躍
。
し
か
し
、
次
の
年
か
ら
２
大
会
続
け

て
ベ
ス
ト
８
止
ま
り
。
こ
こ
２
年
間
は
初

戦
負
け
と
、成
績
は
右
肩
下
が
り
だ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
同
じ
年
齢
の
選
手
た
ち

が
名
を
馳
せ
て
い
く
。
飛
永
、
山
田
、
竹

下
と
い
っ
た
、
こ
の
大
会
の
優
勝
者
を
は

じ
め
、
決
勝
で
対
戦
し
た
根
本
、
過
去
に

準
優
勝
の
吉
牟
田
学
な
ど
で
あ
る
。
こ
う

し
た
中
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
臨
み
、

念
願
の
優
勝
を
果
た
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

優
勝
＝
坂
元
誠
選
手
（
静
岡
）

「
も
う
、優
勝
で
き
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

選
手
を
辞
め
よ
う
か
と
悩
み
ま
し
た
。
で

も
、
１
回
戦
で
負
け
た
自
分
が
あ
ま
り
に

も
悔
し
く
て
、
も
う
少
し
何
か
出
来
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

　

前
回
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
あ
る
飛
永
が

優
勝
。
チ
ー
ム
で
は
、
自
分
が
ず
っ
と
大

将
の
座
に
着
い
て
い
た
だ
け
に
、
同
僚
の

の
飛
躍
ぶ
り
は
、大
き
な
刺
激
に
な
っ
た
。

　

飛
永
に
つ
い
て
は
こ
う
語
っ
た
。

「
自
分
は
彼
（
飛
永
選
手
）
が
い
な
か
っ

た
ら
、
も
う
辞
め
て
い
た
と
思
い
ま
す
」

　

一
方
の
飛
永
は

「
自
分
は
彼
（
坂
元
選
手
）
に
強
く
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
今
日
の
優
勝
は
自
分
の

こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い
で
す
」

　

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
き
た
の
だ
ろ

う
。
そ
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
チ
ー
ム
を
は

じ
め
、
関
係
者
や
親
戚
の
期
待
に
も
よ
う

や
く
応
え
ら
れ
た
。

　

大
会
に
は
家
族
が
い
つ
も
応
援
に
来
て

く
れ
る
と
い
う
。

「
妻
が
勝
て
な
い
自
分
に
気
を
使
っ
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
自
分
が
歯
が
ゆ
く
て
仕
方
が
な
く
、
な

ん
と
か
家
族
が
喜
ぶ
顔
を
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
」

　

か
け
つ
け
た
ご
家
族
の
笑
顔
が
印
象
に

残
る
。

　

今
後
は
、
指
導
者
と
し
て
活
躍
の
場
を

移
し
た
い
と
語
る
。
し
か
し
、
10
月
に
は

岐
阜
国
体
を
控
え
、
来
年
は
前
回
優
勝
者

と
し
て
の
出
場
枠
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

「
や
る
か
ら
に
は
狙
い
ま
す
」

　

最
後
は
勝
負
師
と
し
て
の
力
強
い
一
言

で
締
め
く
く
っ
た
。

ご
家
族
と
記
念
の
一
枚

疲
労
困
憊
の
坂
元
選
手
、
こ
の
撮
影
後
、「
立
て

な
い
…
…
」
と
つ
ぶ
や
い
た

勝
負
師
坂
元
、
長
年
の
期
待
に
応
え
る

▽
３
位
＝
六
鎗
俊
昭
選
手
（
北
海
道
）

「
初
め
て
の
出
場
で
緊
張
し
ま
し
た
。
悪

い
所
を
出
さ
な
い
よ
う
に
楽
し
も
う
と
思

い
ま
し
た
。
防
御
か
ら
攻
撃
と
い
う
流
れ

を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
入
賞
を

目
指
し
ま
す
」

▽
３
位
＝
市
原
茂
選
手
（
高
知
）

「
自
分
は
、
他
の
選
手
よ
り
腕
力
が
な

く
、
や
せ
細
っ
て
い
ま
す
が
、
試
合
は
力

だ
け
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
み
せ
た
か
っ
た

で
す
。
準
々
決
勝
で
、
元
同
僚
の
⻆
選
手

と
対
戦
し
た
と
き
は
大
変
で
し
た
。
見
て

い
る
人
は
退
屈
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
探
り
合
い
に
必
死
で
し
た
」

▽
準
優
勝
＝
根
本
努
選
手
（
東
京
）

「
前
回
は
、
予
選
で
後
輩
の
松
野
選
手
に

敗
れ
て
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

が
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
や
り
ま

し
た
。
坂
元
選
手
と
は
青
年
大
会
に
出
場

し
て
い
た
こ
ろ
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
で
す
。

今
日
こ
そ
決
着
の
と
き
で
し
た
。

　

２
回
戦
の
竹
下
選
手
と
の
試
合
が
大
き

な
山
で
し
た
。
５
年
く
ら
い
前
に
二
本
勝

ち
さ
れ
て
い
る
の
で
、
よ
う
や
く
お
返
し

を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
国
体
と
優

勝
大
会
は
制
し
て
い
る
の
に
、
こ
の
大
会

だ
け
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
は
も
っ
と

腕
を
磨
い
て
挑
戦
し
ま
す
」
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長谷川博昭 （石　川）

初村　丈也 （長　崎）

富樫　貴臣 （山　形）

井上　剛宜 （京　都）

荒川　卓也 （北海道）

松本　秀雄 （山　口）

滝沢　　賢 （群　馬）

津川　貢一 （三　重）

高橋　克徳 （茨　城）

矢上　智之 （広　島）

久原　達也 （大　分）

六鎗　俊昭 （北海道）

山本　幸一 （香　川）

齋藤　正頼 （静　岡）

中村　智貴 （沖　縄）

山田　壮一 （宮　城）

中村　　聡 （福　岡）

秋元　伸幸 （北海道）

上井　周平 （鳥　取）

菅野　達也 （岩　手）

安藤　　勝 （福　島）

俵山　　崇 （埼　玉）

東　　昭伸 （兵　庫）

南脇　章吾 （宮　崎）

田尻　竜三 （熊　本）

森　　拓也 （愛　知）

桑原　健裕 （新　潟）

加藤　公久 （千　葉）

森　　純一 （宮　城）

根本　　努 （東　京）

金友　竜也 （大　阪）

竹下　雄二 （愛　媛）

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬七

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

教七

初

初

初

３

初

初

６

初

初

２

初

初

７

初

初

４

４

２

５

初

２

２

初

初

５

初

３

３

初

６

３

８

優
勝

　
坂
元

　
誠

準
優
勝

　
根
本

　
努

第
三
位

　
六
鎗
俊
昭

　
〃

　
　
市
原

　
茂

氏　　名　　　県連盟称号 出場
回数

黒澤　俊弘 （山　梨）

清水　大介 （青　森）

竹村　和城 （愛　媛）

東川　智彦 （福　井）

藤村　太郎 （山　口）

吉國　直樹 （宮　崎）

中薮　祥行 （滋　賀）

田守　昭夫 （三　重）

栗原　慶祐 （北海道）

田上　雅大 （埼　玉）

中山　厚史 （大　阪）

坂元　　誠 （静　岡）

好中　大哲 （香　川）

齋藤　慎一 （福　島）

中重　勇輝 （鹿児島）

松野　和樹 （東　京）

今津　康弘 （広　島）

廣瀬　敬久 （富　山）

下山　信秀 （大　分）

遠嶌　勇樹 （愛　知）

佐藤　　智 （秋　田）

市原　　茂 （高　知）

木村　壮吾 （神奈川）

梅木　昭浩 （北海道）

高橋　伸嘉 （栃　木）

幸野　哲宏 （京　都）

高島　武志 （岡　山）

⻆　　康大 （熊　本）

佐藤　弘一 （宮　城）

今村　裕広 （福　岡）

北原　　茂 （長　野）

飛永　正純 （静　岡）

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

錬六

錬六

錬六

錬六

錬六

教七

初

初

初

初

初

初

初

初

初

２

４

７

初

２

初

２

５

５

３

初

２

３

初

初

４

４

初

３

初

２

３

４

氏　　名　　　県連盟称号 出場
回数

上

上

上

上

上

上

上

上

上
上

上

上

上

上上

上

上

上

上 上

ノ

下下

下

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○○

○

○

○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○
○上

○

下

○

○

下

下

○

上

上

○
○上

下上

第20回　全日本銃剣道選手権大会

上

下

下

下

下

コ

コ

ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

上

上

上

上

上

上
上

上

上

上

上

上

上
下

上

上
上

上

上

上

上

上

上

上

上
上

上

上

上
上

上

上

上

上

上

上

上

上

コ

下

○下

ノ

下

ノ

下

下

○下下

下

ノ

下
下

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延
延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

延

○
大
会
審
判
長
＝
大
丸
知
之
範
士
九
段

「
中
身
の
濃
い
試
合
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
選
手
た
ち
の
実
力
は
伯
仲
し
、
本
当

に
紙
一
重
の
差
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
試
合
は
、
⻆
選
手

と
飛
永
選
手
の
試
合
で
す
。
延
長
開
始
直

後
に
⻆
選
手
が
剣
を
出
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

が
、
す
ご
く
良
か
っ
た
で
す
。

　

改
善
点
も
あ
り
ま
す
。
試
合
が
非
常
に

単
純
で
連
続
技
が
な
い
と
い
い
ま
す
か
、

技
が
単
発
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

辺
が
ま
だ
ま
だ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
互
い
の
得
意
技
が
ぶ
つ
か
り

あ
う
試
合
で
し
た
。
二
人
と
も
辛
抱
強
く

や
っ
て
い
た
の
で
、
長
時
間
の
延
長
戦
は

当
た
り
前
だ
と
思
い
ま
す
」

特
別
演
武　

銃
剣
道
の
形

　

打
方　

小
川
功
教
士
八
段
（
千
葉
）

　

仕
方　

相
野
照
昭
教
士
八
段
（
青
森
）



362012．9　月刊「武道」

ニュース

　

第
43
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会
は

８
月
９
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。
全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た

１
１
０
０
余
名
が
集
い
、
団
体
戦
青
年

第
１
部
・
第
２
部
及
び
女
子
個
人
戦
の

３
部
門
で
、
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
に
よ
っ
て
競
わ
れ
た
。

　

団
体
戦
青
年
第
１
部
は
、
16
普
連
Ａ

（
長
崎
）
が
16
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を

遂
げ
、
第
２
部
は
対つ
し
ま馬

警
備
隊
（
長
崎
）

が
初
優
勝
を
果
た
し
た
。
女
子
個
人
戦

は
、
酒
井
美
香
（
通
信
教
導
隊
）
が
４

年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。

◈
団
体
戦
（
３
人
制
）

　

各
試
合
は
３
分
３
本
勝
負
で
行
わ
れ
、

時
間
内
に
勝
負
が
決
し
な
い
場
合
は
判
定

団体戦青年第 1部決勝・大将戦、16普連 Aの永冨（右）が 40普連 Bの板倉に上胴を決める

第
16
普
通
科
連
隊
Ａ
（
長
崎
）
が

16
年
ぶ
り
の
優
勝

団
体
戦
青
年
第
１
部

第
43
回
全
日
本
青
年
銃
剣
道
大
会

第
２
部
は
対
馬
警
備
隊
（
長
崎
）
が
初
優
勝

女
子
個
人
戦
は
酒
井
美
香

 　
　

 

が
優
勝

（
神
奈
川
・

 

通
信
教
導
隊
）

に
よ
り
勝
敗
を
決
し
た
。

▽
第
１
部
（
高
校
生
を
除
く
16
〜
30
歳
。

た
だ
し
、
自
衛
官
は
21
〜
24
歳
）

　

231
チ
ー
ム
が
出
場
。
準
決
勝
で
は
、
40

普
連
Ｂ
（
福
岡
）
が
44
普
連
Ａ
（
福
島
）

を
３
―
０
、
16
普
連
Ａ
（
長
崎
）
が
37
普

連
Ａ
（
大
阪
）
を
２
―
１
で
そ
れ
ぞ
れ
降

し
、
決
勝
に
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
戦
、
16
普
連
Ａ
と
40
普
連
Ｂ
の
試

合
は
、
ま
ず
16
普
連
Ａ
の
先
鋒
・
尾
形
が

上
胴
を
決
め
て
勝
利
し
た
が
、
中
堅
戦
で

は
40
普
連
Ｂ
の
山
内
が
判
定
で
勝
ち
、
五

分
と
し
た
。
し
か
し
、16
普
連
Ａ
の
大
将
・

永
冨
は
、下
胴
と
上
胴
を
奪
っ
て
勝
利
し
、

２
―
１
で
16
普
連
Ａ
が
16
年
ぶ
り
２
回
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。

◎
優
勝
＝
16
普
連
Ａ
・
里
智
行
監
督

「
皆
、
一
致
団
結
し
て
い
ま
し
た
。
体
調

も
、
メ
ン
タ
ル
面
も
う
ま
く
調
整
出
来
、

自
分
の
持
っ
て
る
力
、
自
分
の
剣
、
仲
間

を
信
じ
て
思
い
切
っ
て
攻
め
ま
し
た
。
今

後
も
驕お
ご

ら
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

来賓祝辞 =小池百合子
元防衛大臣・衆議院議員
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◎
優
勝
＝
16
普
連
Ａ
大
将
・
永
冨
滋
選
手

「
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。
１
年
間
練
習
し

て
き
た
成
果
を
最
後
に
出
せ
て
、
本
当
に

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

▽
第
２
部
（
高
校
生
を
除
く
16
〜
20
歳
）

　

115
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
は
、
対
馬
警

備
隊
（
長
崎
）
対
昨
年
優
勝
の
40
普
連
（
福

岡
）。
先
鋒
戦
は
、
40
普
連
の
西
田
が
上

胴
と
小
手
を
決
め
て
勝
利
。 

中
堅
戦
は
、

先
に
40
普
連
の
蛯
原
が
下
胴
を
奪
っ
た

が
、
対
馬
の
坂
元
が
そ
の
後
、
下
胴
と
上

胴
を
決
め
て
逆
転
。
大
将
戦
は
、
対
馬
の

岩
橋
が
下
胴
で
一
本
勝
ち
し
、
２
―
１
で

対
馬
警
備
隊
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◎
優
勝
＝
対
馬
警
備
隊
・
成
重
富
広
監
督

「
感
動
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち
が
緊
張
を

乗
り
越
え
て
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
日
々
の
努
力
を
怠
ら
ず
に
大
き
な

大
会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま
す
」

◈
女
子
個
人
戦
（
16
歳
以
上
）

　

78
名
が
出
場
。
２
連
覇
中
の
大
石
ひ
と

み
（
16
普
連
）
は
公
務
が
重
な
り
欠
場
。

　

準
決
勝
に
は
、
昨
年
準
優
勝
の
渡
井
カ

オ
リ
（
普
教
連
）
の
ほ
か
、江
川
聖
美
（
千

歳
）、
酒
井
美
香
（
通
教
隊
）、
濱
田
玲
子

（
防
衛
大
）
が
勝
ち
残
っ
た
。

　

渡
井
対
江
川
は
、判
定
で
江
川
の
勝
利
。

酒
井
対
濱
田
は
、
酒
井
が
上
胴
２
本
で
決

団体戦青年第 2部決勝・中堅戦＝対馬・坂元（左）対 40普連・蛯原

【
大
会
結
果
】

◈
団
体
戦

▽
青
年
第
１
部
＝
①
16
普
連
Ａ
（
長
崎
）

②
40
普
連
Ｂ
（
福
岡
）
③
44
普
連
Ａ
（
福

島
）、
37
普
連
Ａ
（
大
阪
）

▽
青
年
第
２
部
＝
①
対
馬
警
備
隊（
長
崎
）

②
40
普
連
（
福
岡
）
③
１
普
連
（
東
京
）、

４
特
連
（
福
岡
）

◈
女
子
個
人
戦

優
勝
＝
酒
井
美
香
（
神
奈
川
・
通
教
隊
）

２
位
＝
江
川
聖
美
（
北
海
道
・
千
歳
）

３
位
＝
渡
井
カ
オ
リ
（
静
岡
・
普
教
連
）

　
　
　

濱
田
玲
子
（
神
奈
川
・
防
衛
大
）

勝
進
出
を
決
め
た
。

　

決
勝
戦
、
酒
井
と
江
川
の
対
戦
は
、
序

盤
、
酒
井
の
下
胴
が
決
ま
る
。
そ
の
後
一

進
一
退
の
攻
防
が
展
開
し
、
江
川
の
攻
め

を
酒
井
は
冷
静
に
捌さ
ば

い
て
反
撃
す
る
。
江

川
の
惜
し
い
突
き
も
あ
っ
た
が
試
合
終
了

と
な
り
、
酒
井
が
４
年
ぶ
り
２
回
目
の
優

勝
に
輝
い
た
。

◎
優
勝
＝
酒
井
美
香
選
手（
通
信
教
導
隊
）

「
嬉
し
い
で
す
。
調
子
が
良
く
て
思
い

切
っ
て
挑
み
ま
し
た
。
強
い
人
た
ち
と
の

対
戦
で
勢
い
に
乗
り
、優
勝
出
来
ま
し
た
」

女子個人戦決勝＝酒井（右）の下胴が決まる

団体戦青年第 2部優勝＝対馬警備隊（長崎） 団体戦青年第 1部優勝＝第 16普連 A（長崎）

女子個人戦優勝＝酒井美香（神奈川・通教隊）
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〈広告〉

日本武道館の単行本

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

（ 

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁 

）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好
評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め
﹂

を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相
撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少
林
寺
拳
法
・

な
ぎ
な
た
・
銃
剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方
に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す
ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、
わ
か
り
や

す
く
、
描
い
て
い
ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光
（
日
本
武
道
館
）
／
高
村
正
彦
（
武
道
議
員
連
盟
）

　／
有
松
育
子
（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎
（
柔
術
）
／
笹
森
建
美
（
剣
術
）
／
加
藤
伊
三
男
（
槍
術
）

　／
小
笠
原
清
忠
（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史

《
目
次
》

序
章
　武
道
の
す
す
め

　松
永
光（
日
本
武
道
館
）／
高
村
正
彦（
武
道
議
員
連
盟
）
　／

　有
松
育
子（
文
部
科
学
省
）

第
１
章
　い
ざ
！
　武
道
の
世
界
へ

第
２
章
　柔
道
の
す
す
め

　大
澤
慶
己
／
長
谷
川
博
之
／
腹
巻
宏
一
／
吉
村
和
郎
／
山
内
直
人

第
３
章
　剣
道
の
す
す
め

　森
島
健
男
／
角
正
武
／
千
田
重
光
／
井
上
茂
明
／
小
林
知
洋

第
４
章
　弓
道
の
す
す
め

　森
永
良
雄
／
吉
本
清
信
／
宇
佐
美
義
光
／
柴
田
猛
／
大
和
田
正
孝

第
５
章
　相
撲
の
す
す
め

　塔
尾
武
夫
／
住
吉
和
則
／
下
村
勝
彦
／
安
井
和
男

第
６
章
　空
手
道
の
す
す
め

　金
城
裕
／
長
谷
川
伸
一
／
安
里
廣
之
／
山
本
英
雄
／
大
石
武
士

第
７
章
　合
気
道
の
す
す
め

　多
田
宏
／
磯
山
博
／
菅
沼
守
人
／
珠
玖
仁

第
８
章
　少
林
寺
拳
法
の
す
す
め

　合
田
清
一
／
阿
達
美
恵
子
／
山
巻
哲
／
松
浦
哲
也

第
９
章
　な
ぎ
な
た
の
す
す
め

　澤
田
花
江
／
梶
山
武
子
／
一
川
治
子
／
左
村
美
穂
子
／
大
津
博
美

第
10
章
　銃
剣
道
の
す
す
め

　桑
原
正
治
／
兼
坂
弘
道
／
遠
藤
守
／
石
川
慎
也
／
北
村
弘
之

第
11
章
　古
武
道
の
す
す
め

　竹
内
藤
十
郎（
柔
術
）／
笹
森
建
美（
剣
術
）／
加
藤
伊
三
男（
槍
術
）／

　小
笠
原
清
忠（
弓
馬
術
）

日
本
武
道
館
の
歴
史
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
  翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

（ Ｂ５判・上製・箱入・526頁 ）
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第
47
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
・
第
37
回
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道
個
人
錬
成

大
会
（
主
催
＝
全
日
本
剣
道
道
場
連
盟
）
は
７
月
31
日
・
８
月
１
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
小
・
中
学
生

約
５
１
０
０
名
が
出
場
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
団
体
戦
と
個
人
戦
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
た
。

　

小
学
生
団
体
は
、
決
勝
で
昨
年
優
勝
の
京
都
太う
ず

秦ま
さ

少
年
剣
道
部
（
京
都
）
を
降
し

た
昨
年
３
位
の
光
龍
舘
（
香
川
）
が
８
年
ぶ
り
に
優
勝
を
遂
げ
た
。
中
学
生
団
体
の

決
勝
は
昨
年
と
同
じ
対
戦
と
な
り
、東
松
舘
道
場
（
東
京
）
が
昭
島
中
央
剣
友
会
（
東

京
）
と
の
接
戦
を
制
し
て
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

個
人
戦
の
小
学
生
は
山
下
侑
輝
選
手
（
熊
本
・
相
良
少
年
剣
友
会
）、
中
学
生
は

内
橋
響
希
選
手
（
大
阪
・
東
陶
器
春
風
館
）
が
共
に
初
優
勝
し
、
日
本
一
に
輝
い
た
。

小学生団体決勝次鋒戦＝光龍舘・田村（右）対京都太秦少年剣道部・片山

　

光
龍
舘
（香川）

が
８
年
ぶ
り
優
勝

　

東
松
舘
道
場
（東京）

が
２
連
覇

第
47
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会

第
37
回
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道
個
人
錬
成
大
会

◉
団
体
戦
（
５
人
制
）

　

小
・
中
学
生
と
も
に
16
コ
ー
ト
に
分
か

れ
て
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
コ
ー
ト
代

表
を
決
定
し
、
16
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
剣
道
道
場
日
本
一
を
競

い
合
っ
た
。

　

各
試
合
は
小
学
生
２
分
、
中
学
生
２
分

30
秒
の
三
本
勝
負
で
行
わ
れ
、
勝
敗
の
決

し
な
い
場
合
は
引
き
分
け
と
し
た
。
た
だ

し
、
勝
者
数
、
総
本
数
が
同
数
の
場
合
は
、

任
意
選
出
に
よ
る
代
表
戦
に
よ
っ
て
一
本

勝
負
（
時
間
無
制
限
）
で
勝
敗
を
決
し
た
。

小
学

団
体

中
学

団
体

○
小
学
生
（
７
月
31
日
・
540
チ
ー
ム
）

　

準
決
勝
に
は
、
昨
年
優
勝
の
京
都
太
秦

少
年
剣
道
部
（
京
都
）
を
は
じ
め
、
今
宿

少
年
剣
道
部
（
福
岡
）、光
龍
舘
（
香
川
）、

東
松
舘
道
場
（
東
京
）
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

　

京
都
太
秦
と
今
宿
と
の
対
戦
は
、
京
都

太
秦
が
２
―
１
で
今
宿
を
降
し
、
連
覇
を

懸
け
た
決
勝
へ
進
出
し
た
。

　

光
龍
舘
対
東
松
舘
の
試
合
は
、
３
―
１

で
光
龍
舘
が
勝
利
し
、
８
年
ぶ
り
に
決
勝

進
出
を
決
め
、
昨
年
準
決
勝
で
敗
れ
た
京

都
太
秦
と
の
雪
辱
戦
に
臨
ん
だ
。
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▽
決
勝

　

先
鋒
戦
、
光
龍
舘
の
福
家
と
京
都
太
秦

の
山
本
の
対
戦
は
、
共
に
決
ま
ら
ず
引
き

分
け
、
次
鋒
戦
は
、
光
龍
舘
の
田
村
が
京

都
太
秦
の
片
山
か
ら
、
残
り
数
秒
で
面
を

奪
っ
て
一
本
勝
ち
を
収
め
る
。中
堅
戦（
光

龍
舘
・
長
尾
対
京
都
太
秦
・
井
波
）
と
副

将
戦
（
光
龍
舘
・
大
山
対
京
都
太
秦
・
井

尻
）
は
共
に
光
龍
舘
の
力
強
い
攻
め
が
目

立
っ
た
が
決
ま
り
手
な
く
引
き
分
け
に
終

わ
り
、
大
将
戦
は
、
開
始
と
同
時
に
京
都

太
秦
・
奥
野
が
出
端
小
手
を
決
め
て
先
制

す
る
も
の
の
、
終
盤
、
光
龍
舘
・
岩
部
が

胴
を
決
め
て
追
い
つ
き
、
そ
の
ま
ま
試
合

終
了
、
１
―
０
で
、
光
龍
舘
が
８
年
ぶ
り

に
優
勝
を
手
に
入
れ
た
。

◎
優
勝
＝
光
龍
舘
・
岩
部
広
志
監
督

「
昨
年
は
準
決
勝
で
京
都
太
秦
に
負
け
ま

し
た
の
で
、今
年
は
絶
対
に
決
勝
で
勝
つ
、

正
し
い
剣
道
で
楽
し
く
勝
つ
、
と
い
う
の

が
目
標
で
し
た
。
勝
因
は
子
供
た
ち
が
、

そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
持
ち
味
を
精
一
杯
出
し

て
、
し
っ
か
り
力
を
合
わ
せ
て
、
最
後
ま

で
気
持
ち
を
整
え
て
、
よ
く
頑
張
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」

○
中
学
生
（
８
月
１
日
・
479
チ
ー
ム
）

　

準
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
の
は
、
昨
年
優

勝
の
東
松
舘
道
場
（
東
京
）
の
ほ
か
、
福

岡
如
水
館
（
福
岡
）、
明
徳
（
高
知
）、
昨

年
準
優
勝
の
昭
島
中
央
剣
友
会
（
東
京
）

の
４
チ
ー
ム
。

　

東
松
舘
対
如
水
館
は
、
３
―
０
で
東
松

舘
が
勝
利
し
、
昭
島
中
央
と
明
徳
の
対
戦

は
、
４
―
１
で
昭
島
中
央
が
勝
利
し
た
。

そ
の
結
果
、
決
勝
は
昨
年
と
同
じ
顔
ぶ
れ

の
東
松
舘
対
昭
島
中
央
と
の
対
戦
に
決

ま
っ
た
。

▽
決
勝

　

先
鋒
戦
は
、
昭
島
中
央
・
中
嶋
が
開
始

１
分
に
面
を
決
め
、
東
松
舘
の
豊
島
に
一

本
勝
ち
し
て
リ
ー
ド
し
た
が
、
次
鋒
戦
で

は
、
東
松
舘
・
綾
部
が
昭
島
中
央
・
大
野

か
ら
開
始
20
秒
で
引
き
面
を
決
め
て
一
本

勝
ち
し
、
勝
敗
を
戻
す
。
中
堅
戦
は
、
終

盤
に
入
っ
て
、
昭
島
中
央
・
新
名
が
小
手

を
決
め
た
が
、
直
ぐ
さ
ま
東
松
舘
・
中
嶋

が
面
を
返
し
て
引
き
分
け
た
。
続
く
副
将

戦
は
、
東
松
舘
の
吉
村
が
中
盤
で
面
を
決

め
て
一
本
勝
ち
し
、
昭
島
中
央
の
永
井
を

降
し
た
。
大
将
戦
の
東
松
舘
・
野
稲
と
昭

島
中
央
・
宇
津
木
の
試
合
は
、
共
に
決
ま

ら
ず
引
き
分
け
に
終
わ
り
、
２
―
１
で
東

松
舘
が
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
東
松
舘
道
場
・
榎
本
松
雄
監
督

「
連
覇
は
全
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し

中学生団体決勝副将戦＝東松舘道場・吉村（左）が昭島中央剣友会・永井の胴を攻める
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た
。
優
勝
出
来
て
驚
い
て
い
ま
す
。
５
人

共
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
な
か
で
も
副
将
の
吉
村
の
出
来
が

い
つ
も
よ
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨

日
は
東
京
都
中
体
連
の
大
会
で
準
優
勝
で

終
わ
っ
た
の
で
、そ
の
悔
し
さ
も
あ
っ
て
、

そ
の
分
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
東
京
勢
同
士
で
決
勝
を
戦
え
た

こ
と
も
、と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

◉
個
人
戦

　ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
競
わ
れ
た
。
小
・

中
学
生
と
も
に
試
合
時
間
３
分
間
の
三
本

勝
負
。
時
間
内
に
勝
敗
が
決
し
な
い
場
合

は
、時
間
無
制
限
の
延
長
戦
で
争
わ
れ
た
。

○
小
学
生
（
８
月
１
日
・
64
名
）

　準
決
勝
で
は
、
山
下
侑
輝
（
熊
本
・
相

良
少
年
剣
友
会
）
が
松
澤
尚
輝
（
茨
城
・

結
城
尚
武
館
）
に
胴
と
面
で
二
本
勝
ち
。

井
出
和
希
（
神
奈
川
・
戸
塚
道
場
）
は
角

田
純
也
（
島
根
・
北
陽
剣
道
少
年
団
）
を

胴
で
降
し
た
。

　決
勝
は
、
山
下
と
井
出
の
対
戦
。
171
セ

ン
チ
で
長
身
の
山
下
は
、
遠
間
か
ら
面
に

跳
ぶ
。
こ
れ
に
対
し
、
井
出
は
小
手
か
ら

胴
の
連
続
技
で
攻
め
る
。
延
長
に
入
り
、

山
下
は
井
出
の
小
手
を
抜
い
て
面
を
決

め
、
優
勝
を
遂
げ
た
。

小
学
生
個
人
決
勝
＝

山
下
侑
輝
（
相
良
少
年
剣
友
会
）
対
井
出
和
希
（
戸
塚
道
場
）

中
学
生
個
人
決
勝
＝

　

内
橋
響
希（
東
陶
器
春
風
館
）対
加
納
誠
也（
和
歌
山
砂
山
少
年
剣
友
会
）

〔
写
真
右
〕
面
で
先
制
す
る
内
橋
（
左
）

〔
写
真
左
〕
内
橋
は
時
間
終
了
間
際
に
も
抜
き
胴
を
決
め
、
見
事
に

二
本
勝
ち
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◎
優
勝
＝
山
下
侑
輝
選
手

　
　
　
　（
熊
本
・
相
良
少
年
剣
友
会
）

「
こ
の
大
会
に
は
、
初
め
て
出
場
し
ま
し

た
。
と
て
も
大
き
な
会
場
で
、
し
か
も
見

た
こ
と
が
な
い
よ
う
な
人
の
数
な
の
で
、

緊
張
し
ま
し
た
。
絶
対
に
優
勝
す
る
と
い

う
気
持
ち
を
ど
ん
な
人
よ
り
も
大
き
く
も

っ
て
臨
み
ま
し
た
。
こ
う
い
う
場
面
で
力

が
発
揮
で
き
て
、
本
当
に
嬉
し
い
で
す
」

○
中
学
生
（
８
月
１
日
・
64
名
）

　準
決
勝
、
内
橋
響
希
（
大
阪
・
東
陶
器

春
風
館
）
は
中
村
奨
吾
（
山
口
・
剣
愛

会
）
を
胴
で
退
け
た
。
加
納
誠
也
（
和
歌

山
・
和
歌
山
砂
山
少
年
剣
友
会
）
と
伊
藤

謙
剛
（
神
奈
川
・
光
武
館
道
場
）
の
対
戦

は
、
伊
藤
が
小
手
で
先
制
す
る
も
、
加
納

が
小
手
、
面
を
決
め
て
逆
転
勝
ち
。

　決
勝
は
内
橋
対
加
納
。
両
者
、
面
で
攻

め
合
う
展
開
が
続
く
。
試
合
開
始
２
分
、

内
橋
が
面
で
先
制
。
追
い
つ
き
た
い
加
納

は
、
終
了
間
際
に
面
を
放
つ
。
し
か
し
内

橋
は
こ
れ
を
胴
で
迎
え
撃
ち
、
二
本
勝
ち

し
た
。

小学生個人優勝＝山下侑輝
（熊本・相良少年剣友会）

中学生個人優勝＝内橋響希
（大阪・東陶器春風館）小学生団体・優勝＝光龍舘（香川）

中学生団体・優勝＝東松舘道場（東京）

公
開
演
武
＝
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法

元
立
ち
・
笠
原
七
海
（
東
京
・
中
３
）

掛
り
手
・
楠
本
晃
太
（
東
京
・
小
６
）

【
大
会
結
果
】

▽
小
学
生
団
体
＝
①
光
龍
舘
（
香
川
）

②
京
都
太
秦
少
年
剣
道
部
（
京
都
）

③
今
宿
少
年
剣
道
部
（
福
岡
）、
東

松
舘
道
場
（
東
京
）

▽
中
学
生
団
体
＝
①
東
松
舘
道
場
（
東

京
）
②
昭
島
中
央
剣
友
会
（
東
京
）

③
福
岡
如
水
館
（
福
岡
）、明
徳
（
高

知
）

▽
小
学
生
個
人
＝
①
山
下
侑
輝（
熊
本
・

相
良
少
年
剣
友
会
）②
井
出
和
希（
神

奈
川
・
戸
塚
道
場
）
③
松
澤
尚
輝
（
茨

城
・
結
城
尚
武
館
）、
角
田
純
也
（
島

根
・
北
陽
剣
道
少
年
団
）

▽
中
学
生
個
人
＝
①
内
橋
響
希（
大
阪
・

東
陶
器
春
風
館
）
②
加
納
誠
也
（
和

歌
山
・
和
歌
山
砂
山
少
年
剣
友
会
）

③
伊
藤
謙
剛
（
神
奈
川
・
光
武
館
道

場
）、
中
村
奨
吾
（
山
口
・
剣
愛
会
）

◎
優
勝
＝
内
橋
響
希
選
手

　
　
　
　（
大
阪
・
東
陶
器
春
風
館
）

「
初
戦
で
は
、
固
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
み
ん
な
の
応
援
を
受
け
て
、
し
だ

い
に
体
が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

ま
２
年
生
な
の
で
、
来
年
も
出
場
し
て
優

勝
し
た
い
で
す
。
き
れ
い
な
面
で
一
本
を

と
る
選
手
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した
本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著

第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

（ 四六判・上製・564頁 ）
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第
23
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選

手
権
大
会
は
８
月
５
日
、
東
京
・
両
国
の

国
技
館
で
行
わ
れ
た
。
競
技
は
都
道
府
県

対
抗
の
団
体
戦
と
無
差
別
、
軽
量
級
の
２

階
級
に
よ
る
個
人
戦
で
争
わ
れ
、
都
道
府

県
連
盟
が
選
出
し
た
代
表
選
手
が
出
場
し

た
。

　

団
体
戦
は
、
前
回
優
勝
の
石
川
県
が
決

勝
で
岩
手
県
を
破
っ
て
、
２
年
連
続
５
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

個
人
無
差
別
級
は
菊
池
大
史
芽
（
青

森
）
が
、
軽
量
級
は
番
場
偉
史
（
青
森
）

が
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
を
遂
げ
た
。

■
団
体
戦

　

団
体
戦
は
予
選
を
３
回
戦
行
い
、
勝
数

が
多
い
上
位
16
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
ん
だ
。
勝
数
が
同
じ
場
合
は
、

勝
っ
た
人
数
に
よ
る
得
点
の
上
位
か
ら
決

め
、
さ
ら
に
同
点
の
場
合
は
、
同
点
決
勝

を
行
っ
て
16
チ
ー
ム
を
決
定
し
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
た
の
は

予
選
３
勝
の
青
森
県
、岩
手
県
、宮
城
県
、

茨
城
県
、
東
京
都
、
長
野
県
、
石
川
県
、

京
都
府
、
鳥
取
県
、
高
知
県
、
鹿
児
島
県

の
11
都
府
県
と
、
２
勝
の
千
葉
県
、
神
奈

川
県
、
静
岡
県
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
の
５

府
県
。

団体戦決勝先鋒戦＝石川・深井（左）が岩手・小林を押し出した
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▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

　

○
高　

知　

２
―
１　

神
奈
川

　
　

茨　

城　

１
―
２　

鳥　

取
○

　

○
石　

川　

２
―
１　

大　

阪

　

○
青　

森　

２
―
１　

兵　

庫

　

○
鹿
児
島　

２
―
１　

静　

岡

　
　

宮　

城　

１
―
２　

東　

京
○

　
　

京　

都　

１
―
２　

千　

葉
○

　

○
岩　

手　

２
―
１　

長　

野

　

石
川
対
大
阪
以
外
は
、
す
べ
て
大
将
戦

で
試
合
が
決
ま
る
白
熱
し
た
展
開
と
な
っ

た
。
昨
年
優
勝
の
石
川
県
、
準
優
勝
の
青

森
県
、
予
選
全
勝
の
高
知
県
、
鹿
児
島
県

は
順
当
に
準
々
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
々
決
勝

　
　

高　

知　

１
―
２　

鳥　

取
○

　

○
石　

川　

２
―
１　

青　

森

　
　

鹿
児
島　

０
―
３　

東　

京
○

　
　

千　

葉　

１
―
２　

岩　

手
○

　

昨
年
の
決
勝
戦
の
組
み
合
わ
せ
、
石
川

県
と
青
森
県
が
こ
こ
で
ぶ
つ
か
っ
た
。
石

川
県
・
先
鋒
の
深
井
が
先
制
す
る
と
、
青

森
県
・
中
堅
の
菊
池
が
上
手
投
げ
で
星
を

五
分
に
戻
す
。
大
将
戦
に
持
ち
越
さ
れ
た

が
、
石
川
県
の
深
沢
が
寄
り
切
っ
て
、
石

川
県
が
準
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
準
決
勝

　
　

鳥　

取　

０
―
３　
　

石　

川
○

　
　

小　

林　

寄
り
倒
し　

深　

井
○

　
　

中　

原　

引
き
落
と
し　

佐　

藤
○

　
　

松　

崎　

押
し
出
し　

深　

沢
○

　

先
鋒
戦
、
石
川
・
深
井
は
左
を
差
し
な

が
ら
体
を
入
れ
替
え
る
と
土
俵
際
に
詰

め
、寄
り
倒
し
て
先
制
す
る
。中
堅
戦
は
、

鳥
取
・
中
原
が
左
で
前ま
え

褌み
つ

を
取
る
が
、
石

川
・
佐
藤
は
そ
の
左
を
引
き
な
が
ら
外
す

と
中
原
は
前
に
倒
れ
て
、
あ
っ
さ
り
決
勝

進
出
を
決
め
た
。
大
将
戦
も
石
川
・
深
沢

が
一
気
の
押
し
相
撲
で
押
し
出
し
た
。

　
　

東　

京　

１
―
２　
　

岩　

手
○

　
　

加　

藤　

小
手
投
げ　

小　

林
○

　
　

戸　

田　

寄
り
切
り　

高　

橋
○

　

○
鈴　

木　

押
し
出
し　

三　

浦

　

先
鋒
戦
は
岩
手
・
小
林
が
土
俵
際
ま
で

寄
せ
る
が
、
東
京
・
加
藤
も
抵
抗
。
小
林

は
加
藤
の
左
腕
を
抱
え
る
と
そ
の
ま
ま
小

手
投
げ
で
先
制
し
た
。
中
堅
は
岩
手
・
高

橋
が
立
ち
合
い
か
ら
一
気
に
寄
り
切
っ
て

連
勝
。
初
の
決
勝
進
出
と
な
っ
た
。
大
将

戦
は
東
京
・
鈴
木
が
意
地
を
見
せ
た
。

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
決
勝

　

○
石　

川　

３
―
０　
　

岩　

手

　

○
深　

井　

押
し
出
し　

小　

林

　

○
佐　

藤　

寄
り
倒
し　

高　

橋

　

○
深　

沢　

寄
り
倒
し　

三　

浦

　

先
鋒
戦
は
、
石
川
・
深
井
が
激
し
い
押

石
川
が
連
覇
達
成
！

第
23
回
全
国
都
道
府
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会団体戦準決勝中堅戦＝石川・佐藤（右）対鳥取・中原

団体戦準決勝中堅戦＝岩手・高橋（右）対東京・戸田
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し
で
そ
の
ま
ま
押
し
出
し
て
、
石
川
が
一

勝
を
挙
げ
る
。
中
堅
戦
、後
が
な
い
岩
手
・

高
橋
は
土
俵
際
ま
で
寄
せ
ら
れ
る
も
、
渾

身
の
上
手
投
げ
。
し
か
し
、
石
川
・
佐
藤

が
こ
れ
を
う
ま
く
堪
え
て
、
体
勢
の
崩
れ

た
高
橋
を
倒
し
て
、
早
く
も
優
勝
を
決
め

た
。
大
将
戦
は
石
川
・
深
沢
が
盤
石
の
相

撲
で
寄
り
倒
し
て
、連
覇
に
花
を
添
え
た
。

◉
優
勝
＝
片
岡
幸
博
監
督
（
石
川
県
）

　

今
年
の
石
川
県
は
予
選
か
ら
危
な
げ
な

い
試
合
が
続
い
た
よ
う
に
見
え
た
。

「
相
撲
は
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

ん
し
、
決
し
て
う
ち
が
抜
け
て
い
る
わ
け

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
試
合
前
は
緊
張
感
が

あ
っ
て
、
予
選
１
回
戦
が
鍵
で
し
た
」

　

と
は
い
う
が
、
予
選
１
回
戦
は
全
勝
し

て
快
勝
だ
っ
た
。

「
立
ち
上
が
り
は
難
し
い
で
す
。
選
手
の

動
き
も
固
か
っ
た
で
す
」

　

本
大
会
に
向
け
た
稽
古
量
は
十
分
な
も

の
と
は
い
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

「
今
年
は
学
校
の
行
事
が
重
な
り
、
な
か

な
か
全
員
揃
っ
て
の
稽
古
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
と
に
か
く
試
合
は
の
び
の
び
や

れ
と
言
っ
て
送
り
出
し
ま
し
た
」

団体戦決勝中堅戦＝石川・佐藤（手前）対岩手・高橋

団体優勝＝石川県（左から深沢、佐藤、深井）

心技体 人を育てる総合誌
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■
個
人
戦
無
差
別
級

　

無
差
別
級
に
は
団
体
予
選
で
２
勝
以
上

あ
げ
た
62
名
が
出
場
。
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

で
争
っ
た
。

　

小
学
４
、
５
年
時
に
わ
ん
ぱ
く
横
綱
と

な
っ
た
矢
ヶ
部
克
将
（
大
阪
）
は
ベ
ス
ト

16
で
敗
れ
る
波
乱
。
そ
の
他
、
深
沢
立
樹

（
石
川
）、
菊
池
大
史
芽
（
青
森
）
な
ど
８

選
手
が
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
進
ん
だ
。

　

準
々
決
勝
、
優
勝
候
補
と
思
わ
れ
た
深

沢
が
志
賀
秀
登
（
福
島
）
に
突
き
落
と
し

で
敗
れ
る
。
菊
池
は
順
当
に
勝
っ
て
志
賀

と
の
準
決
勝
へ
。
も
う
一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク

か
ら
は
、
佐
藤
淳
史
、
深
井
拓
斗
の
い
ず

れ
も
石
川
の
選
手
が
勝
ち
上
が
っ
た
。

▽
準
決
勝

　

○
菊　

池　

送
り
倒
し　

志　

賀

　

菊
池
が
立
ち
合
い
か
ら
志
賀
を
一
気
に

土
俵
際
に
寄
せ
る
が
、
志
賀
が
う
ま
く
体

を
入
れ
替
え
て
、
小
手
投
げ
の
姿
勢
。
菊

池
は
こ
れ
を
凌し
の

ぐ
と
、
志
賀
の
後
ろ
に
つ

い
て
送
り
出
し
の
形
に
な
る
。
志
賀
が
逃

げ
よ
う
と
す
る
が
、
菊
池
は
こ
れ
を
逃
さ

ず
、
最
後
は
送
り
倒
し
て
、
菊
池
が
決
勝

進
出
を
決
め
た
。

　

○
深　

井　

上
手
投
げ　

佐　

藤

　

互
い
に
土
俵
中
央
で
攻
防
を
展
開
す
る

が
、
左
四
つ
に
組
み
合
う
と
、
深
井
が
力

強
い
投
げ
を
打
っ
て
、
佐
藤
は
堪
え
き
れ

ず
一
回
転
。
同
門
対
決
は
深
井
に
軍
配
が

上
が
っ
た
。

▽
決
勝

　

○
菊　

池　

寄
り
倒
し　

深　

井

　

立
ち
合
い
、
菊
池
は
喉の
ど

輪わ

で
深
井
を
か

ち
あ
げ
る
と
素
早
く
諸
差
し
に
。
土
俵
際

に
寄
る
と
、
深
井
が
捨
て
身
の
投
げ
を
打

つ
が
、
菊
池
が
深
井
の
崩
れ
た
体
を
押
す

と
、
深
井
は
土
俵
下
に
落
ち
、
菊
池
の
初

優
勝
が
決
ま
っ
た
。

◉
優
勝
＝
菊
池
大
史
芽
選
手
（
青
森
）

　

菊
池
は
小
学
４
年
生
で
冬
の
全
国
大
会

に
優
勝
。
小
学
６
年
生
で
は
わ
ん
ぱ
く
横

個人戦無差別級決勝＝菊池（左）が深井を寄り倒した

個人戦無差別級準決勝＝深井（奥）対佐藤
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綱
に
輝
い
た
。
今
回
は
そ
れ
に
続
く
個
人

種
目
の
全
国
制
覇
と
な
っ
た
。

「
練
習
し
て
き
た
成
果
が
出
ま
し
た
」

　

昨
年
は
２
年
生
な
が
ら
出
場
し
、
団
体

準
優
勝
に
貢
献
。
個
人
で
も
無
差
別
級
に

出
場
し
た
が
初
戦
敗
退
だ
っ
た
。

「
去
年
よ
り
も
緊
張
し
ま
し
た
。
で
も
誰

と
や
っ
て
も
変
わ
ら
ず
に
自
分
の
相
撲
が

取
れ
ま
し
た
」

　

通
算
３
度
目
の
全
国
制
覇
。
将
来
が
楽

し
み
な
選
手
で
あ
る
。

■
個
人
戦
軽
量
級

　

軽
量
級
に
は
事
前
登
録
さ
れ
た
各
都
道

府
県
か
ら
１
名
ず
つ
の
46
選
手
（
滋
賀
県

は
不
参
加
）
が
出
場
し
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

戦
で
競
わ
れ
た
。

　

三
苫
慶
大
（
大
分
）
は
48
㎏
と
出
場
選

手
中
最
軽
量
な
が
ら
、
団
体
戦
で
は
大
将

を
務
め
る
選
手
。
団
体
予
選
で
は
見
事
に

２
勝
の
成
績
を
あ
げ
た
が
、
個
人
戦
軽
量

級
に
出
場
。

　

自
分
よ
り
体
格
の
大
き
い
選
手
を
相
手

に
次
々
と
勝
ち
上
が
り
、
ベ
ス
ト
８
に
進

出
し
た
。
準
々
決
勝
で
は
竹
林
将
太
（
京

都
）
を
下
手
投
げ
で
破
る
と
、
準
決
勝
で

は
番
場
偉
史
（
青
森
）
と
対
戦
。

　

三
苫
は
小
さ
い
体
を
活
か
し
て
立
ち
合

い
か
ら
番
場
の
懐
に
潜
り
込
む
が
、
番
場

も
こ
れ
を
嫌
っ
て
、
三
苫
の
右
腕
を
取
っ

て
、
背
中
側
に
回
し
て
投
げ
を
打
つ
。
こ

れ
に
三
苫
は
一
回
転
す
る
も
な
ん
と
か
こ

ら
え
て
、
体
を
番
場
に
預
け
、
最
後
は
番

場
が
土
俵
に
転
が
っ
た
。
し
か
し
、
三
苫

の
背
中
が
先
に
土
俵
に
着
い
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
、
軍
配
は
番
場
に
上
が
る
。

　

三
苫
の
健
闘
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
あ
が
っ
た
。

　

決
勝
は
番
場
対
石
川
学
（
茨
城
）。
番

場
の
鋭
い
押
し
に
石
川
は
土
俵
際
に
寄
せ

ら
れ
る
が
、
石
川
も
徳
俵
を
上
手
く
使
っ

て
、
円
を
描
く
よ
う
に
体
を
捌
い
て
、
番

場
の
攻
め
を
か
わ
す
。
一
瞬
の
隙
を
見
つ

け
た
石
川
が
は
た
き
込
む
が
、
番
場
は
こ

れ
を
堪
え
る
と
、
石
川
の
背
中
側
に
う
ま

個人戦無差別級優勝＝菊池大史芽（青森）

個人戦軽量級準決勝＝三苫（左）が番場に体を預けて倒すが、軍配は番場



51 月刊「武道」　2012．9

く
回
り
込
む
。
背
中
を
と
ら
れ
た
石
川
は

何
も
で
き
ず
に
そ
の
ま
ま
送
り
出
さ
れ

て
、
番
場
が
軽
量
級
優
勝
を
果
た
し
た
。

◉
優
勝
＝
番
場
偉
史
選
手
（
青
森
）

「
嬉
し
い
で
す
。
優
勝
す
る
つ
も
り
で
出

場
し
ま
し
た
。
昨
年
も
出
場
し
ま
し
た

が
、
初
戦
敗
退
で
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
が

あ
っ
た
の
で
、
１
年
間
一
生
懸
命
稽
古
し

ま
し
た
。
来
年
か
ら
は
高
校
に
入
り
ま
す

が
、
稽
古
が
き
つ
い
の
で
、
相
撲
を
続
け

る
か
は
悩
ん
で
い
ま
す
」

◉
３
位
＝
三
苫
慶
大
選
手
（
大
分
）

「
悔
し
い
で
す
が
、
３
位
な
の
で
嬉
し
さ

も
あ
り
ま
す
。
相
撲
は
５
歳
か
ら
始
め
ま

し
た
。
父
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
、
初
め
は

『
せ
ん
』
と
断
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
菓

子
に
誘
わ
れ
て
気
付
い
た
ら
は
ま
っ
て
い

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
相
撲
を
続
け
ま
す
」

【
大
会
結
果
】

■
団
体
戦
＝
①
石
川
県
（
２
年
連
続
５
回

目
）
②
岩
手
県
③
鳥
取
県
、
東
京
都

■
個
人
戦

○
無
差
別
級
＝
①
菊
池
大
史
芽
（
青
森
）

②
深
井
拓
斗
（
石
川
）
③
佐
藤
淳
史
（
石

川
）、
志
賀
秀
斗
（
福
島
）

○
軽
量
級
＝
①
番
場
偉
史
（
青
森
）
②
石

川
学
（
茨
城
）
③
三
苫
慶
大
（
大
分
）、

千
覚
原
圭
亮
（
大
阪
）

個人戦軽量級決勝＝番場（左）が石川を送り出して優勝を決めた

個人戦軽量級優勝＝番場偉史（青森）
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第
28
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会
（
主

催
＝
日
本
相
撲
協
会
、
東
京
青
年
会
議

所
）
は
７
月
29
日
、
東
京
・
両
国
の
国
技

館
で
開
か
れ
、
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
小
学
４
〜
６
年
生
の
代
表
各
133
名
が
出

場
し
て
、
わ
ん
ぱ
く
横
綱
を
争
っ
た
。

　

試
合
は
各
学
年
ご
と
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

形
式
で
行
わ
れ
た
。
４
、
５
年
生
を
連
覇

し
て
臨
ん
だ
６
年
生
の
當と
う

眞ま

嗣つ
ぐ

斗と

（
那

覇
）
が
史
上
４
人
目
と
な
る
３
連
覇
を
達

成
し
た
。
５
年
生
は
下し
も

橋は
し

颯は
や

斗と

（
富
士
山

静
岡
）
が
、
４
年
生
は
池い
け

田だ
り

亮ょ
う

（
七
尾
）

が
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
ご
と
の
４
、
５
、
６
年

生
の
勝
ち
数
を
合
計
し
て
争
わ
れ
た
団
体

戦
は
富
士
山
静
岡
が
初
優
勝
し
た
。

■
６
年
生

　

一
昨
年
か
ら
連
覇
し
て
こ
の
大
会
に
臨

ん
だ
當
眞
嗣
斗
（
那
覇
）
は
準
々
決
勝
、

當
眞
嗣
斗
（
那
覇
）
、

３
年
連
続
わ
ん
ぱ
く
横
綱
！

６年生決勝＝當眞（左）が新井を寄り倒す
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２
年
連
続
で
退
け
て
い
る
春は
る

山や
ま

万ま
ん

太た

郎ろ
う

（
奄
美
大
島
）
と
対
戦
。
當
眞
は
立
ち
合

い
で
変
化
し
て
、
あ
っ
さ
り
春
山
に
土
を

つ
け
た
。
続
く
準
決
勝
も
石
崎
涼
馬
（
大

阪
城
）
を
相
手
に
は
た
き
込
ん
で
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

　

逆
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
の

は
昨
年
も
決
勝
に
進
出
し
た
新あ
ら

井い

宥ゆ
う

里り

（
東
京
選
抜
）。
２
年
連
続
で
同
じ
顔
合
わ

せ
と
な
っ
た
。
立
ち
合
い
、
當
眞
が
変
化

し
て
新
井
が
は
た
き
込
ま
れ
た
か
に
見
え

た
が
、
立
ち
合
い
で
両
者
が
手
を
し
っ
か

り
と
つ
け
て
お
ら
ず
待
っ
た
が
か
か
る
。

仕
切
り
直
し
の
一
番
、
互
い
に
正
面
か
ら

当
た
る
と
、
体
格
に
勝
る
當
眞
が
新
井
を

一
気
に
土
俵
際
ま
で
寄
せ
て
、
最
後
は
寄

り
倒
し
て
３
連
覇
を
決
め
た
。

▼
優
勝
＝
當
眞
嗣
斗
選
手
（
那
覇
）

　

こ
の
大
会
に
限
っ
て
い
え
ば
、
春
山
、

新
井
ら
の
強
豪
を
相
手
に
す
る
と
、
変
化

し
て
は
た
き
込
む
戦
い
が
目
立
っ
た
當
眞

だ
っ
た
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
聞
い
た
。

「
当
た
っ
て
こ
け
る
気
が
し
て
変
化
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
引
く
気
は
な
か
っ
た
ん

で
す
が
、
体
が
勝
手
に
反
応
し
ま
し
た
」

　

３
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
相
当
あ
っ

た
と
い
う
。

「
正
直
、
４
年
生
の
と
き
は
簡
単
に
勝
て

ま
し
た
。
し
か
し
、
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
、
相
手
の
強
さ
が
増
し
て
き
て
、
今

回
は
一
番
苦
し
か
っ
た
で
す
」

　

将
来
は
角
界
入
り
を
目
指
す
。

「
中
学
を
卒
業
し
た
ら
す
ぐ
に
力
士
に
な

り
た
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
身
長
も
体
重
も

６年生準決勝＝當眞（右）対石崎

昨年５年生横綱土俵入り＝當眞嗣斗（那覇）

昨年４年生横綱土俵入り＝下村湧偉（十和田）
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力
も
足
り
な
い
の
で
、
も
う
一
回
り
大
き

く
な
り
た
い
で
す
ね
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド

も
ス
タ
ミ
ナ
も
ま
だ
ま
だ
な
の
で
、
も
っ

と
稽
古
し
ま
す
」

　

小
学
６
年
生
な
が
ら
178
㎝
145
㎏
の
恵
ま

れ
た
体
格
を
持
ち
な
が
ら
、「
も
う
一
回

り
」
と
は
、
住
ん
で
る
世
界
の
違
い
を
ち

ょ
っ
と
感
じ
た
。

■
５
年
生

　

昨
年
の
わ
ん
ぱ
く
横
綱
、下し
も

村む
ら

湧ゆ
う

偉い
（
十

和
田
）
が
ベ
ス
ト
８
を
前
に
、塩
崎
優
（
松

山
）
に
敗
れ
る
波
乱
の
展
開
。
準
々
決
勝

で
そ
の
塩
崎
を
破
っ
た
下し
も

橋は
し

颯は
や

斗と

（
富
士

山
静
岡
）
が
準
決
勝
も
勝
っ
て
決
勝
へ
。

　

志
戸
俊
輔
（
バ
ン
ペ
イ
ユ
）
は
準
々
決

勝
で
昨
年
３
位
の
田
中
裕
隆
（
唐
津
）
を

破
る
と
、
続
く
準
決
勝
で
は
、
昨
冬
の
全

日
本
小
学
生
優
勝
大
会
の
覇
者
、
川か
わ

渕ぶ
ち

一か
ず

意ま

（
大
阪
城
）
を
引
き
落
と
し
て
決
勝
進

出
を
決
め
た
。

　

決
勝
、
立
ち
合
い
か
ら
う
ま
く
志
戸
が

下
村
の
背
後
に
回
る
が
、
下
村
は
体
を
ひ

ね
っ
て
こ
れ
を
か
わ
す
。
今
度
は
正
面
か

ら
受
け
止
め
た
下
村
は
、
志
戸
を
何
度
も

引
き
落
と
そ
う
と
す
る
が
、
志
戸
は
こ
れ

を
堪
え
る
。
下
村
が
土
俵
際
に
寄
せ
る
と

志
戸
が
徳
俵
で
踏
ん
張
り
、
押
し
返
す
と

こ
ろ
を
下
村
が
上
か
ら
押
さ
え
つ
け
る

と
、
志
戸
は
土
俵
に
跪
ひ
ざ
ま
ずい
た
。

▼
優
勝
＝
下
橋
颯
斗
選
手（
富
士
山
静
岡
）

「
と
っ
て
も
嬉
し
い
で
す
。
で
も
優
勝
す

る
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。
他
の
人
は
弱
そ

う
に
見
え
ま
し
た
。
週
に
３
回
、
柔
道
の

稽
古
を
し
て
い
て
、
相
撲
の
稽
古
は
週
に

１
回
で
す
。
相
撲
で
は
白
鵬
、
柔
道
で
は

穴
井
隆
将
選
手
が
、強
い
か
ら
好
き
で
す
」

■
４
年
生

　

２
番
目
に
重
い
子
と
40
㎏
の
差
を
つ
け

て
出
場
選
手
中
最
重
量
の
本
多
力
也
（
那

須
野
ヶ
原
・
110
㎏
）
は
３
回
戦
で
柳
澤
翼

（
足
立
）
に
敗
退
。
そ
の
柳
澤
も
準
々
決

勝
で
池
田
亮
（
七
尾
）
に
敗
れ
て
、
池
田

は
勢
い
に
乗
っ
た
ま
ま
決
勝
進
出
。

５年生決勝＝下橋（左）が志戸を引き落とす

５年生準決勝＝志戸（右）対川渕
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決
勝
は
カ
フ
レ
・
ジ
オ
バ
ニ
（
茨
城
Ｃ
）

と
の
対
戦
。
立
ち
合
い
か
ら
突
き
で
土
俵

際
に
追
い
込
ま
れ
た
池
田
だ
っ
た
が
、
両

下
手
を
掴
む
と
、
吊
り
上
げ
て
体
を
入
れ

替
え
、
そ
の
ま
ま
寄
り
切
っ
た
。

▼
優
勝
＝
池
田
亮
選
手
（
七
尾
）

「
こ
う
い
う
大
会
で
優
勝
し
た
の
は
初
め

て
で
嬉
し
い
で
す
。
ま
わ
し
を
と
っ
て
攻

め
る
自
分
の
持
ち
味
を
活
か
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」

　

池
田
選
手
の
叔
父
は
竹
縄
親
方
（
元
関

脇
・
栃
乃
洋
）。
何
か
教
え
ら
れ
て
い
る

の
か
と
思
え
ば
…
…

「
た
ま
に
し
か
会
わ
な
い
の
で
、
あ
ま
り

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す
」

　

と
の
こ
と
。
関
取
の
血
が
流
れ
る
池
田

選
手
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

【
大
会
結
果
】

▼
６
年
生

　

▽
横
綱
＝
當
眞
嗣
斗
（
那
覇
）

　

▽
大
関
＝
新
井
宥
里
（
東
京
選
抜
）

　

▽
関
脇
＝
石
崎
涼
馬
（
大
阪
城
）

　
　
　
　
　

津
澤
太
一
（
宇
城
）

▼
５
年
生

　

▽
横
綱
＝
下
橋
颯
斗
（
富
士
山
静
岡
）

　

▽
大
関
＝
志
戸
俊
輔
（
バ
ン
ペ
イ
ユ
）

　

▽
関
脇
＝
川
渕
一
意
（
大
阪
城
）

　
　
　
　
　

草
野
直
哉
（
宇
城
）

▼
４
年
生

　

▽
横
綱
＝
池
田
亮
（
七
尾
）

　

▽
大
関
＝
カ
フ
レ
・
ジ
オ
バ
ニ
（
茨
城
Ｃ
）

　

▽
関
脇
＝
清
水
市
隆
（
長
崎
Ｃ
）

　
　
　
　
　

山
本
剛
瑠
（
京
都
）

４年生決勝＝池田（奥）がカフレを吊り上げて寄せ、寄り切った

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

相
撲
は
塔
尾
武
夫
、
住
吉
和
則
、
下
村
勝
彦
、

安
井
和
男
の
４
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
・
１
０
５
０
円
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（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD付・336頁 ）

　月
刊
﹁
武
道
﹂
誌
上
で
好

評
連
載
中
の
﹁
マ
ン
ガ
・
武
道

の
す
す
め
﹂
を
単
行
本
化
！

　柔
道
・
剣
道
・
弓
道
・
相

撲
・
空
手
道
・
合
気
道
・
少

林
寺
拳
法
・
な
ぎ
な
た
・
銃

剣
道
・
古
武
道
の
各
先
生
方

に
毎
回
直
接
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
し
、
武
道
の
良
さ
、
す

ば
ら
し
さ
を
お
も
し
ろ
く
、

わ
か
り
や
す
く
、
描
い
て
い

ま
す
。

　大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で

楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道

教
養
マ
ン
ガ
。

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

（Ｂ5判・236 頁）
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ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
日
本
代

表
選
手
団
が
８
月
６
日
に
帰
国
し
、
新
東

京
国
際
空
港
で
吉
村
和
郎
全
日
本
柔
道
連

盟
強
化
委
員
長
、
篠
原
信
一
男
子
監
督
、

園
田
隆
二
女
子
監
督
、
メ
ダ
リ
ス
ト
７
名

が
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

　

帰
国
ロ
ビ
ー
に
は
約
500
名
が
詰
め
か

け
、
柔
道
日
本
代
表
を
出
迎
え
た
。
ロ
ビ

ー
に
選
手
た
ち
が
姿
を
あ
ら
わ
す
と
、
大

き
な
拍
手
で
こ
れ
を
迎
え
た
。

　

記
者
会
見
で
は
ま
ず
吉
村
委
員
長
が
大

会
を
総
括
し
た
。

「
代
表
が
決
ま
っ
て
２
カ
月
と
い
う
短
い

中
で
選
手
は
よ
く
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

調
整
も
う
ま
く
い
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ

う
い
う
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

ど
こ
か
に
欠
点
が
あ
り
ま
し
た
。
負
け
る

時
に
は
必
ず
負
け
る
原
因
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
結
果
を
検
証
し
て
再
出
発
し
た
い

と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
篠
原
監
督
が
男
子
の
戦
い
を

振
り
返
っ
た
。

「
合
宿
の
あ
り
方
、
代
表
が
決
ま
る
ま
で

の
大
会
の
あ
り
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
問
題
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
全
体
的
に
体
力
面
で
差
が
あ
り
ま
し

た
。
最
近
の
外
国
人
選
手
は
バ
テ
る
選
手

が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
体
力

面
、
技
術
面
の
強
化
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
園
田
監
督
が
女
子
に
つ
い
て
一

言
述
べ
た
。

「
48
㎏
級
か
ら
２
日
間
メ
ダ
ル
が
な
か
っ

た
分
、
後
に
い
け
ば
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
か

か
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
の
中
で
勢

い
を
掴
め
な
か
っ
た
の
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
３
年
間
世
界
選
手
権
で
メ
ダ
ル
を
と

っ
て
き
て
、
今
回
、
こ
れ
だ
け
の
メ
ダ
ル

し
か
取
れ
な
か
っ
た
原
因
を
検
証
し
て
、

リ
オ
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

委
員
長
と
監
督
が
退
席
の
後
、
メ
ダ
ル

を
獲
得
し
た
７
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

振
り
返
っ
た
。

◆
男
子

▽
60
㎏
級
＝
平
岡
拓
晃（
了
徳
寺
学
園
職
）

「
前
回
大
会
よ
り
は
一
歩
前
進
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
世
界
選
手
権
も
経
験
し
、
オ

柔
道
日
本
代
表
が
帰
国

ロンドンオリンピック柔道メダリスト
後列左から中矢、平岡、海老沼、西山
前列左から上野、松本、杉本
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リ
ン
ピ
ッ
ク
の
重
み
を
実
感
し
ま
し
た
」

▽
66
㎏
級
＝
海
老
沼
匡
（
パ
ー
ク
24
）

「
銅
メ
ダ
ル
と
い
う
結
果
に
悔
し
さ
も
あ

り
ま
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
戦
え
て

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
一
日
１
階
級
な
の
で
、
世
界
選
手
権
と

は
違
う
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
」

▽
73
㎏
級
＝
中
矢
力
（
東
海
大
）

「
目
標
と
し
て
い
た
色
と
は
違
い
ま
す

が
、
メ
ダ
ル
を
持
ち
帰
っ
た
の
は
意
味
が

あ
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
日
本
代
表
と

し
て
メ
ダ
ル
を
取
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

▽
90
㎏
級
＝
西
山
将
士
（
新
日
本
製
鐵
）

「
出
る
試
合
は
全
部
勝
つ
つ
も
り
で
出
て

い
る
の
で
、負
け
た
こ
と
が
悔
し
い
で
す
」

▽
57
㎏
級
＝
松
本
薫（
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
ジ
ャ
パ
ン
）

「
自
分
一
人
の
メ
ダ
ル
で
は
な
く
て
、
こ

れ
ま
で
一
緒
に
頑
張
っ
て
き
た
日
本
柔
道

の
金
メ
ダ
ル
だ
と
思
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
帰
っ
て
き
た
時
に
カ
メ
ラ
が
い
っ

ぱ
い
い
る
の
で
違
う
な
と
思
い
ま
し
た
」

▽
63
㎏
級
＝
上
野
順
恵（
三
井
住
友
海
上
）

「
緊
張
は
し
ま
し
た
が
、
畳
に
上
が
っ
て

し
ま
え
ば
い
つ
も
と
同
じ
で
し
た
。
た

だ
、
情
け
な
い
試
合
を
し
て
し
ま
っ
て
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
」

▽
78
㎏
超
級
＝
杉
本
美
香
（
コ
マ
ツ
）

「
最
終
日
な
の
で
皆
の
分
ま
で
金
メ
ダ
ル

を
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

メ
ン
バ
ー
で
戦
え
て
よ
か
っ
た
で
す
」

【大会結果】

◆男子 金 銀 銅 日本選手

100kg超級 リネール（フランス） ミハイリン（ロシア） シウバ（ブラジル）
テルツァー（ドイツ） 上川大樹（京葉ガス）＝２回戦敗退

100kg級 カイブラエフ（ロシア） ナイダン（モンゴル） ペーテルス（ドイツ） 穴井隆将（天理大職）＝２回戦敗退グロル（オランダ）

90kg級 ソン（韓国） ゴンザレス（キューバ） 西山将士（新日本製鐵）
イリアディス（ギリシャ）

81kg級 キム（韓国） ビショフ（ドイツ） バロワフォルティエ（カナダ） 中井貴裕（流通経済大）＝５位ニフォントフ（ロシア）

73kg級 イサエフ（ロシア） 中矢　力（東海大） サインジャルガル（モンゴル）
ルグラン（フランス）

66kg級 シャウダチュアシビリ（グルジア） ウングバリ（ハンガリー） 海老沼匡（パーク24）
チョ（韓国）

60kg級 ガルスチャン（ロシア） 平岡拓晃（了徳寺学園職） キタダイ（ブラジル）
ソビロフ（ウズベキスタン）

◆女子

78kg超級 杉本美香（コマツ） ブライアント（イギリス）オルティス（キューバ）

78kg級 ハリソン（アメリカ） ギボンズ（イギリス）

トン（中国）
アギアル（ブラジル） 緒方亜香里（筑波大）＝２回戦敗退チュメオ（フランス）

70kg級 デコス（フランス） ティーレ（ドイツ） アルベール（コロンビア） 田知本遥（東海大）＝７位

中村美里（三井住友海上）＝２回戦敗退

福見友子（了徳寺学園職）＝５位

ボッシュ（オランダ）

63kg級 ゾルニール（スロベニア） シュー（中国） 上野順恵（三井住友海上）
エマヌ（フランス）

57kg級 松本　薫（フォーリーフジャパン） カプリオリュ（ルーマニア） マルロイ（アメリカ）
パヴィア（フランス）

52kg級 アン（北朝鮮） ベルモイ（キューバ） フォルチニティ（イタリア）
ニェト（フランス）

48kg級 メネゼス（ブラジル） ドゥミトル（ルーマニア） ファンスニック（ベルギー）
チェルノヴィツキ（ハンガリー）

松本薫選手を出迎える子どもたち

多くのファンが出迎えた
【大会結果】

◆男子 金 銀 銅 日本選手

100kg超級 リネール（フランス） ミハイリン（ロシア） シウバ（ブラジル）
テルツァー（ドイツ） 上川大樹（京葉ガス）＝２回戦敗退

100kg級 カイブラエフ（ロシア） ナイダン（モンゴル） ペーテルス（ドイツ） 穴井隆将（天理大職）＝２回戦敗退グロル（オランダ）

90kg級 ソン（韓国） ゴンザレス（キューバ） 西山将士（新日本製鐵）
イリアディス（ギリシャ）

81kg級 キム（韓国） ビショフ（ドイツ） バロワフォルティエ（カナダ） 中井貴裕（流通経済大）＝５位ニフォントフ（ロシア）

73kg級 イサエフ（ロシア） 中矢　力（東海大） サインジャルガル（モンゴル）
ルグラン（フランス）

66kg級 シャウダチュアシビリ（グルジア） ウングバリ（ハンガリー） 海老沼匡（パーク24）
チョ（韓国）

60kg級 ガルスチャン（ロシア） 平岡拓晃（了徳寺学園職） キタダイ（ブラジル）
ソビロフ（ウズベキスタン）

◆女子

78kg超級 杉本美香（コマツ） ブライアント（イギリス）オルティス（キューバ）

78kg級 ハリソン（アメリカ） ギボンズ（イギリス）

トン（中国）
アギアル（ブラジル） 緒方亜香里（筑波大）＝２回戦敗退チュメオ（フランス）

70kg級 デコス（フランス） ティーレ（ドイツ） アルベール（コロンビア） 田知本遥（東海大）＝７位

中村美里（三井住友海上）＝２回戦敗退

福見友子（了徳寺学園職）＝５位

ボッシュ（オランダ）

63kg級 ゾルニール（スロベニア） シュー（中国） 上野順恵（三井住友海上）
エマヌ（フランス）

57kg級 松本　薫（フォーリーフジャパン） カプリオリュ（ルーマニア） マルロイ（アメリカ）
パヴィア（フランス）

52kg級 アン（北朝鮮） ベルモイ（キューバ） フォルチニティ（イタリア）
ニェト（フランス）

48kg級 メネゼス（ブラジル） ドゥミトル（ルーマニア） ファンスニック（ベルギー）
チェルノヴィツキ（ハンガリー）

＊　佐藤伸一郎全日本柔道連盟広報委員によるロンドンオリンピックの詳細は次号に掲載します。
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日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD付・414頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・412頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376頁 ）

武道
過去・現在・未来

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD付・336頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526頁 ）

武道
子どもの心をはぐくむ

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410頁 ）




